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序

米子市は、鳥取県の西部日本海側に位置し、山陰の商都と称される鳥取県西部の中核

都市です。近年、米子市では道路建設など交通網の整備が急速に進められ、これに伴う

埋蔵文化財の発掘調査によって、地域の歴史を考えるうえでの重要な遺跡が数多く発見

されています。

本書は、平成２２年度に実施した陰田第３遺跡の発掘調査報告書です。陰田第３遺跡は、

昭和４７年に国道９号バイパスの建設工事に伴う分布調査で初めて存在が確認された遺跡

で、続く昭和５８年度の調査によって、縄紋土器や土師器、サメの歯などが出土し、縄紋

時代晩期から奈良時代を中心とする遺跡であることが判明しましたが、遺跡中心部の実

態については不明でした。

今回実施しました調査では、この陰田第３遺跡から初めて弥生時代の遺構を確認した

ほか、古代の土木技術の一端を窺わせる資料を得ることが出来ました。これらの成果は、

今後の研究における重要な資料になるものと思われます。

最後になりましたが、調査を実施するにあたって、多大なご理解とご協力を頂きまし

た地元の方々を始め、ご指導、ご支援を賜りました方々、関係各位に心から御礼申し上

げます。

平成２４年（２０１２年）３月

財団法人 米子市教育文化事業団

理事長 杉 原 弘一郎



例 言

１．本報告書は、鳥取県が計画する３・３・９号米子駅陰田線社会資本整備総合交付金事

業に伴い、平成２２年度に米子市陰田町で実施した埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２．発掘調査は、鳥取県の委託を受けて、財団法人米子市教育文化事業団が実施した。

３．本報告書における方位は真北を示し、表記した座標値は日本測地系の座標値である。

またレベルは海抜標高を示す。

４．本報告書第３図の地図は、国土地理院発行の５万分の１地形図「米子」（平成７年８

月１日発行）を加筆して使用した。

５．調査の実施に当たって、基準点測量を�エースプランに、花粉分析とプラント・オ

パール分析、珪藻分析を�古環境研究所に、木製品の保存処理と樹種同定を�吉田

生物研究所に委託した。

６．本報告書は、佐伯純也が執筆、編集した。

７．発掘調査によって作成された図面、写真、出土遺物は、米子市教育委員会によって

保管されている。

８．現地調査及び報告書の作成には、多くの方々からご指導、ご支援を頂いた。明記し

て感謝いたします。（敬称略）

扇崎 由、河合章行、木村孝一郎、高橋章司、田中照久、山田昌久

凡 例

１．発掘調査時に使用した遺構名及び遺構番号は、報告書作成時に変更している。

２．遺跡の略称は「ID―３」である。

３．本報告書における遺物・遺構番号は次のように記す。

Po：土器、土製品、陶磁器 Ｓ：石器 Ｗ：木製品

４．本文中、挿図中及び写真図版の遺構・遺物番号は一致する。

５．遺物実測図のうち、須恵器は断面黒塗り、それ以外は断面白抜きで表示した。

６．遺物実測図の縮尺は、土器、陶磁器が４分の１。木製品が１分の１から１０分の１。

石器が１分の１、４分の１である。



目 次

序

例言、凡例

目次

図版目次

写真目次

第１章 経過

第１節 調査の経過……………………………………………………………………………………１

第２節 発掘調査の経過………………………………………………………………………………１

第３節 整理作業の経過………………………………………………………………………………１

第４節 調査体制………………………………………………………………………………………２

第２章 遺跡の位置と環境

第１節 地理的環境……………………………………………………………………………………３

第２節 歴史的環境……………………………………………………………………………………４

第３章 調査の方法と成果

第１節 調査の方法……………………………………………………………………………………９

第２節 遺跡の層序……………………………………………………………………………………１０

第３節 １～３トレンチの調査………………………………………………………………………１３

第４節 ４・５トレンチの調査………………………………………………………………………１６

第４章 理化学的分析

第１節 陰田第３遺跡における花粉分析（古環境研究所）………………………………………５４

第２節 陰田第３遺跡における自然科学分析（古環境研究所）…………………………………６２

第３節 陰田第３遺跡出土木製品の樹種調査結果（吉田生物研究所）…………………………８０

第５章 総括

第１節 陰田第３遺跡の自然環境……………………………………………………………………８７

第２節 堤防・池状遺構と基礎遺構の構築について………………………………………………８９

第３節 出土遺物について……………………………………………………………………………９０

第４節 陰田第３遺跡の意義…………………………………………………………………………９０

写真図版

報告書抄録・要約・奥付



図 版 目 次

第１図 鳥取県の位置図………………………３

第２図 陰田第３遺跡の位置図………………３

第３図 米子市内（日野川左岸）の遺跡分

布図……………………………………５

第４図 陰田第３遺跡周辺の遺跡分布図

……………………………………７～８

第５図 トレンチ配置図………………………９

第６図 １～３トレンチ東側断面図…………１１

第７図 ４・５トレンチ東側断面図…………１２

第８図 １～３トレンチ平面図………………１４

第９図 １～３トレンチ出土遺物図…………１５

第１０図 ４トレンチ第７層平・断面図………１７

第１１図 ４トレンチ７―１層出土遺物図 ……１８

第１２図 ４・５トレンチ池状遺構下層平・

断面図…………………………………１９

第１３図 ５トレンチ池状遺構下層遺物出土

状況図…………………………………２０

第１４図 ４トレンチ池状遺構下層遺物出土

状況図…………………………………２１

第１５図 ４・５トレンチ池状遺構下層断面

図………………………………………２２

第１６図 池状・堤防状遺構出土遺物図………２３

第１７図 ５トレンチ池状遺構下層出土遺物

図�……………………………………２４

第１８図 ５トレンチ池状遺構下層出土遺物

図�……………………………………２５

第１９図 ５トレンチ池状遺構下層出土遺物

図�……………………………………２６

第２０図 ５トレンチ池状遺構下層出土遺物

図�……………………………………２７

第２１図 ４トレンチ池状遺構下層出土遺物

図�……………………………………２８

第２２図 ４トレンチ池状遺構下層出土遺物

図�……………………………………２９

第２３図 ４トレンチ池状遺構下層出土遺物

図�……………………………………３０

第２４図 ４・５トレンチ池状遺構上層平・

断面図…………………………………３２

第２５図 堤防状遺構平・断面図………………３３

第２６図 ４トレンチ堤防状遺構出土遺物図

�………………………………………３４

第２７図 ４トレンチ堤防状遺構出土遺物図

�………………………………………３５

第２８図 ４トレンチ堤防状遺構出土遺物図

�………………………………………３６

第２９図 ４トレンチ堤防状遺構出土遺物図

�………………………………………３７

第３０図 ４トレンチ堤防状遺構出土遺物図

�………………………………………３８

第３１図 ４トレンチ池状遺構上層遺物出土

状況図…………………………………３９

第３２図 ４トレンチ池状遺構上層出土遺物

図�……………………………………４０

第３３図 ４トレンチ池状遺構上層出土遺物

図�……………………………………４１

第３４図 基礎遺構平・断面図…………………４３

第３５図 ４トレンチ基礎遺構出土遺物図�…４４

第３６図 ４トレンチ基礎遺構出土遺物図�…４５

第３７図 ４トレンチ基礎遺構出土遺物図�…４６

第３８図 ４トレンチ基礎遺構出土遺物図�…４７

第３９図 ４トレンチ基礎遺構出土遺物図�…４８

第４０図 ４トレンチ基礎遺構出土遺物図�…４９

第４１図 遺構外出土遺物図……………………５０

第４２図 陰田第３遺跡遺構変遷図……………８８

第４３図 米子市内出土越前焼…………………９１



写真図版目次

写真図版１ １．１トレンチ調査風景

２．Po.７、W.１出土状況

３．１トレンチ完掘

写真図版２ １．２トレンチ調査風景

２．２トレンチ完掘

写真図版３ １．３トレンチ５―２層上面検出

２．同、調査風景

３．３トレンチ完掘

写真図版４ １．４トレンチ東断面北側

２．４トレンチ東断面南側

３．５トレンチ東断面

写真図版５ １．４トレンチ堤防、基礎遺構検

出

２．４トレンチW.４２出土状況

３．同、出土状況

写真図版６ １．４トレンチ堤体内の遺物出土

状況

２．４トレンチW.４２取上げ後

３．４トレンチ池状遺構下層遺物

出土状況

写真図版７ １．４トレンチ池状遺構下層遺物

出土状況

２．４トレンチ堤防除去後

３．４トレンチW.２出土状況

写真図版８ １．４トレンチ堤防と基礎遺構の

切り合い状況

２．４トレンチ基礎遺構石列検出

状況

３．４トレンチ基礎遺構石列除去

後

写真図版９ １．４トレンチ基礎遺構杭列の検

出状況

２．４トレンチ基礎遺構杭列の断

ち割り

３．同、人物との対比

写真図版１０ １．５トレンチ池状遺構遺物出土

状況

２．同、遺物出土状況

写真図版１１ １．Po.１７、W.２１出土状況

２．W.１０検出

３．同、調査風景

写真図版１２ １．１～３トレンチ出土遺物

２．４・５トレンチ堤防、池状遺

構出土遺物

写真図版１３ １．４トレンチ基礎遺構出土遺物

２．４トレンチ出土石器

写真図版１４ １．４トレンチ出土木製品

写真図版１５ １．W.４２

写真図版１６ １．W.４２端部拡大

２．W.４６、W.４７

写真図版１７ １．W.７４

２．W.７６

３．W.８６

写真図版１８ 陰田第３遺跡の花粉・寄生虫卵

写真図版１９ 陰田第３遺跡の植物珪酸体

写真図版２０ 陰田第３遺跡の珪藻�

写真図版２１ 陰田第３遺跡の珪藻�

写真図版２２～４６ 陰田第３遺跡出土木製品の顕

微鏡写真



第１章 経過

第１節 調査の経過

本発掘調査は、米子市陰田町の工事予定地内に所在する埋蔵文化財について実施したものである。

今回、発掘調査を実施した陰田第３遺跡は、昭和４７年に国道９号線米子バイパス建設に伴う分布調

査によって縄紋土器が出土し、初めて存在が確認された遺跡である。その後、昭和５８年に県道米子環

状線道路建設工事に先立つ調査で、縄紋土器や土師器、サメの歯が出土し、縄紋時代晩期と奈良時代

を中心とする遺跡であることが推測された。

平成１７年度には、米子駅陰田線の道路工事予定地内に所在する陰田第３遺跡について、米子市教育

委員会による試掘調査が実施され、古墳時代前期を中心とした土師器がまとまって出土したことから

遺跡の存在が濃厚となった。このため、鳥取県と米子市教育委員会が協議を行い、文化財保護法第５７

条の３に基づく発掘通知を鳥取県教育委員会に提出し、発掘調査を財団法人米子市教育文化事業団が

受託した。これにより、平成２２年度に財団法人米子市教育文化事業団埋蔵文化財調査室が発掘調査を

実施することとなった。

１９７３年『国道９号線米子パイパス建設に伴う埋蔵文化財分布調査報告書』鳥取県教育委員会

１９８４年『米子市石州府遺跡群発掘調査報告書�』米子市教育委員会

２００８年『米子市内遺跡発掘調査報告書』米子市教育委員会

第２節 発掘調査の経過

発掘調査は、工事対象区間の１，０００�を対象とし、平成２２年７月２０日から平成２２年１０月２２日までの

期間で現地調査を終了した。

現地調査は、排土置場の関係から、調査区を１トレンチから５トレンチまでの５つのトレンチに分

けて実施した。みずほ幼稚園前の調査では、コンクリートカッターを用いて、アスファルトを切断

し、現代の盛土層を重機にて掘削し、近代の水田面から人力による包含層掘削、遺構検出作業を行った。

検出した遺構については、平板とトータルステーションを併用して測量し、写真撮影などを行っ

た。また、今回の調査では鋼矢板によるトレンチの土留め工事を実施せず、素掘りでの調査となった

ため、階段状に掘り進めて、安全性を確保することとなった。

自然科学分析に関しては、樹種同定、珪藻分析、花粉分析、プラント・オパール分析をそれぞれ専

門業者に委託した。

第３節 整理作業の経過

出土遺物の整理作業は、平成２２年度は、現地の調査と並行して一部の遺物の洗浄、注記、実測を

行った。平成２３年度は、平成２２年度の残りの整理作業及び実測、拓本、トレース作業を進めた。報告

書の作成は、遺構図面のトレース、遺物の写真撮影などを調査員が行い、平成２４年３月末日までに報

１



告書を刊行した。

第４節 調査体制

平成２２年度（２０１０年度）
事業主体 財団法人 米子市教育文化事業団

理 事 長 杉原弘一郎

常 務 理 事 中村智至（財団法人米子市教育文化事業団事務局長）

埋蔵文化財調査室

室 長 � 昌之（米子市教育委員会文化課長）

事務長兼調査員 小原貴樹

統括調査員 平木裕子

非常勤職員 田中昌子

事業担当 主任調査員 佐伯純也

調 査 員 �野浩美

平成２３年度（２０１１年度）
事業主体 財団法人 米子市教育文化事業団

理 事 長 杉原弘一郎

常 務 理 事 中村智至（財団法人米子市教育文化事業団事務局長）

埋蔵文化財調査室

室 長 � 昌之（米子市教育委員会文化課長）

事務長兼調査員 小原貴樹

統括調査員 平木裕子

非常勤職員 田中昌子

事業担当 主任調査員 佐伯純也

調査協力・管理・指導・助言 米子市教育委員会

２
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第２章 遺跡の位置と環境

第１節 地理的環境

陰田第３遺跡は、鳥取県米子市陰田町に所在する縄紋時代から古代の複合遺跡である。米子市は、

総面積１３２．２１平方キロメートル、人口約約１５万人を有する鳥取県西部地方の中核都市であり、古代の

行政区分では、伯耆国会見郡、汗入郡に属する地域であった。地形的には、米子市の東南側に位置す

る大山（標高１，７２９m）の造山活動によって形成された火山灰台地と、市の中心を北流する日野川の

沖積作用によって形成された米子平野部と弓ヶ浜半島部に大別される。

遺跡は、JR米子駅の南約１．５�の地点に位置し、島根県との県境、遺跡の南西側に位置するドウド

山（標高１６１．５m）から伸びる丘陵の先端

部に所在しており、現地表面の海抜標高が

２m付近に相当する低湿地遺跡である。周

辺の低地は、縄紋海進期には海中に水没し

ていたものと考えられ、調査した地点では

標高０m付近まで海成層が堆積しており、

サルボウやハイガイなどが堆積した自然貝

層も存在する。縄紋海進期以降に堆積した

土は、粘性の高い砂が主体であり、海退期

以降には干潟の環境へと変化したことが窺

える。 写真１ 道路敷設前の陰田第３遺跡の状況（１９８３年撮影）

第１図 鳥取県の位置図 第２図 陰田第３遺跡の位置図
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今回の調査地点は、道路敷設以前は水田域として利用されており、みずほ幼稚園よりも北側の水田

は、標高１m程度と、米子市内でも標高の低い位置に水田が営まれていた。

第２節 歴史的環境

旧石器、縄紋時代

陰田第３遺跡の周辺低地では、縄紋時代前期以前の遺物が確認されていないため、旧石器時代から

縄紋時代早期にかけての様相は不明である。しかしながら、米子市周辺地域における旧石器時代の資

料は、諏訪西山ノ後遺跡（１７）においてローム層からナイフ形石器が出土し、後期旧石器時代にまで

遡る遺跡の存在が確認されている。一方、大山山麓の原畑遺跡や泉中峰遺跡からは、ナイフ形石器が

採集されており、断片的な資料ではあるが旧石器時代の様相が明らかとなってきている。また、尖頭

器が陰田第６遺跡（２９）や奈喜良遺跡（２０）、橋本徳道西遺跡（２１）などで出土しており、縄紋時代

草創期頃の狩猟生活の痕跡を窺うことができる。

縄紋時代早期には、大山の西麓、標高７５m付近の微高地上に位置する上福万遺跡や泉中峰遺跡から

押型紋土器が出土しているほか、新山研石山遺跡（２７）でも押型紋土器が出土しており、これらが米

子市内で最古の土器が出土した集落遺跡と考えられる。前期の遺跡は、陰田第９遺跡のほか、目久美

遺跡（３）、鮒ケ口遺跡、中期には目久美遺跡、陰田第７遺跡、後期には目久美遺跡、古市河原田遺

跡（２６）、河原田遺跡があり、これらの遺跡からは土器や石器などの遺物が出土している。縄紋時代

の遺構に関する資料は、落し穴状の土坑以外は数が少なく、配石・集石遺構、貯蔵穴などが見つかっ

ているに過ぎない。縄紋時代の住居跡については、明確な時期がはっきりしないものの、平地式住居

と見られる遺構が岡成第９遺跡で確認されているほか、泉中峰遺跡から周囲に小ピットが巡る竪穴が

見つかっており、形態的な特徴から住居跡の可能性が指摘されている。

弥生時代

縄紋時代晩期から弥生時代前期には、海退によって生じた低湿地を利用した農耕が行われていたら

しく、目久美遺跡をはじめとして大谷遺跡（２）、長砂第４遺跡、米子城跡２１遺跡（８）などの低湿

地遺跡で、弥生時代前期の粘土層から、プラント・オパールの検出例が見られる。また、この頃から

平野部に立地する遺跡の数が増加しており、集落の選地にあたって、低湿地に隣接する地点が好んで

選ばれたためと考えられる。こうした遺跡数の増加も、各地に分散する低湿地の開発に伴って進行し

た現象であろう。

弥生時代中期前葉段階の資料は、目久美遺跡、長砂第１遺跡（５）、古市河原田遺跡など少数の遺

跡で見られる。中期中葉から後葉にかけては、集落の規模が拡大する一方で、妻木晩田遺跡や陰田第

６遺跡、青木遺跡（１６）のように丘陵部に集落を形成する動きが見られる。後期には日野川右岸の尾

高浅山遺跡、日下寺山遺跡のような丘陵に環壕を巡らす遺跡が出現し、政治的な緊張状態にあったこ

とが推察されるが、陰田遺跡群では環濠集落は確認されていない。また、目久美遺跡では、後期初頭

頃に起こった洪水堆積により水田での生産活動が休止しており、中海沿岸部に立地する集落に大規模

な自然災害の影響があったことを窺わせる。
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（Ｓ＝１：５０，０００）
１陰田第３遺跡

２大谷遺跡

３目久美遺跡

４池ノ内遺跡

５長砂第１遺跡

６長砂第２遺跡

７長砂第３遺跡

８米子城跡

９錦町第１遺跡

１０博労町遺跡

１１車尾西浜中遺跡

１２東宗像遺跡

１３宗像古墳群

１４日原６号墳

１５福市遺跡

１６青木遺跡

１７諏訪西山ノ後遺跡

１８諏訪南山崎遺跡

１９大袋丸山遺跡

２０奈喜良遺跡

２１橋本遺跡群

２２古市遺跡群

２３吉谷遺跡群

２４吉谷トコ遺跡

２５吉谷上原山遺跡

２６古市遺跡群

２７萱原遺跡群

２８陰田遺跡群

２９陰田第６遺跡

３０口陰田遺跡

第３図 米子市内（日野川左岸）の遺跡分布図
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古墳時代以降

陰田第３遺跡では、古墳時代に相当する時期の資料は希薄であったが、隣接する陰田遺跡群では、

古墳時代前期から後期にかけての資料が見られる。

集落跡では、陰田第６遺跡や陰田広畑遺跡などから丘陵の斜面をカットして作られた住居が見つ

かっているほか、新山山田遺跡からは中期の須恵器がまとまって出土している。墳墓跡では、前期か

ら中期の古墳は検出数が少なく、前期では新山２７号墳や日原６号墳が、中期の古墳では大谷古墳群、

新山山田古墳群などが陰田遺跡群からやや離れた周辺部に位置している。後期には、横穴式石室を持

つ陰田１号墳のほか、陰田第６遺跡からは尾根上に造られた円墳と、斜面部から横穴墓が５０基以上見

つかっており、後期には連綿と造墓活動が続けられてきたことが窺える。

古代の米子平野は、和名抄に記載のある「会見郡半生郷」に属する地域と考えられている。ただし、

これまでに半生郷の存在を裏付ける直接的な資料は得られておらず、その範囲については不明であ

る。遺跡の動向としては、飛鳥・奈良時代の遺跡は、米子市内各所に分布しているが、特に奈良時代

後半期に集落の数、規模ともに増加する傾向が示されている。生産遺跡では、製鉄に関連する遺跡が

陰田広畑遺跡（２８）などで多く見つかっており、陰田遺跡群周辺の特色と言える。また、平安時代後

期段階の資料はあまり見つかっておらず、遺跡としての連続性がつかみにくい状況である。

中世の様相は、西伯耆に関連する文献が少なく、不明な部分が多いが、尾高城跡の調査で鎌倉時代

の在地領主の屋敷と見られる遺構が見つかっている。室町時代には、伯耆国守護の山名氏一族がこの

地を代々支配していたが、応仁の乱以降の戦火は山陰にも飛び火しており、大永４年（１５２４年）には

出雲の尼子氏が西伯耆に侵入し、さらなる混乱が続いた。１６世紀末に至って、吉川広家が西伯耆の領

主として湊山に米子城の築城を始めるが、朝鮮出兵や大阪の陣など、社会的に不安定な状況が続いて

いたことから、築城は中々進展しなかったようである。

近世には、１６００年に中村一忠が西伯耆の領主となり、この地を支配したが、１６１０年から加藤貞泰、

池田由之へと国替が続いた後、１６３２年に鳥取藩主となった池田光仲の家臣荒尾氏が米子城預かりとな

り、以後明治維新まで荒尾氏によって統治された。近世の遺跡では、陰田第６遺跡から近世の墳墓群

が調査されており、近世前期から近代までの資料が得られている。

近代には、廃藩置県により、鳥取県が設置されたものの、明治９年には島根県と合併され、明治１４

年に再び鳥取県が再設置された。

参考文献

１９９６年 米子市史編さん協議会『新修米子市史』第１３巻 米子市
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陰田第１遺跡 陰田第３遺跡 

1983年調査地 

今回調査地 

1972年調査地 

陰田第９遺跡 

口陰田遺跡 

口陰田横穴 

陰田第８遺跡 

陰田第６遺跡 
陰田横穴A群 

陰田第１遺跡 陰田第３遺跡 

1983年調査地 

今回調査地 

1972年調査地 

陰田第９遺跡 

口陰田遺跡 

口陰田横穴 

陰田第８遺跡 

陰田第６遺跡 
陰田横穴A群 

第４図 陰田第３遺跡周辺の遺跡分布図 （Ｓ＝１：２，５００）
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第３章 調査の方法と成果

第１節 調査の方法

調査区の設定は、排土置場が狭小であったことと

隣接する幼稚園の進入路を確保する必要があったた

め、５つのトレンチに分割して行った。各トレンチ

内の小区割りは、狭小なトレンチ調査のため設定し

なかった。

発掘調査では、コンクリートカッターでアスファ

ルトを切断し、造成土や旧水田耕作土を重機にて掘

削・除去したのち、人力にて包含層を掘削して遺構

を検出した。また、排土の処理は一輪車と人力によ

り運搬し、重機により調査区外へ排出した。人力に

よる遺構の掘り下げには、鍬とジョレンを用い、遺

構の精査にはガリと移植鏝を使用した。

調査では２m以上の深さまで掘り下げる必要が

あったため、重機による表土掘削の段階で、トレン

チの壁面に法面を持たせ、排水溝を掘削する際に

も、犬走り状の段を周囲に設けて安全対策とした。

現場での遺物の取り上げは、遺物取上台帳を作成

し、出土地点と層位を記録して管理した。検出した

遺構名については、調査段階は仮の略号を用いてい

るが、本報告作成段階で変更している。

検出した遺構、遺物の記録には平板とトータルス

テーションを用い、座標値を記録した。また、写真

撮影は、現地では３５�と４×５インチ版のカメラを

併用し、白黒、リバーサルフィルムで撮影した。ま

た、サブカメラとしてカラーフィルム、デジタルカ

メラも使用した。遺物撮影は、４×５版と３５�のカ

メラを使用し、白黒フィルムとリバーサルフィルム

で撮影した。

第５図 トレンチ配置図
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第２節 遺跡の層序（第６・７図）

調査地点は、これまでに駐車場や住宅地として利用されており、盛土によって現地表面が１．７m程

度まで嵩上げされた状態であった。

１～３トレンチ １トレンチから３トレンチまでは、現地表面のアスファルトの直下に、造成時に敷

かれた黄褐色の盛土層が厚さ１m程度あり、その下層の標高０．９～１．１mから下位がほぼ水平方向に堆

積する粘土層で、古代から現代まで累層する水田耕作土層と見られる。ここから出土した遺物は、縄

紋時代後期から晩期、弥生時代前期、古墳時代前期、奈良・平安時代、近世の各時期のものである

が、全体的に点数は少なく、集落の中心部からはやや離れた位置にあるものと考えられる。

４・５トレンチ ４・５トレンチでは、南に隣接する３トレンチの調査地点より、３０�ほど旧水田面

の標高が低くなっており、この地点を境に水田に段差が付いていたものと考えられる。１９８４年に刊行

された陰田遺跡の報告書に掲載された地図からは、みずほ幼稚園北側の水田標高が周囲の水田よりも

４０�程度低い状況が読み取れ、今回の調査地点の状況と合致する。

この４・５トレンチでは、上層の水田土である２層以下は、堤防状の高まりを境に南北で堆積状況

に違いが見られ、弥生時代中期から後期までは池と池を護岸する堤防が存在したものと考えられる。

弥生時代中期の池状遺構の埋土は、粘土層が水平方向に堆積しており、流水の影響は見られないこと

から、止水環境に近い状況と推測された。

この池状遺構の北側は、縄紋時代の海退期以降に海抜標高０m付近にまで堆積した海成層を掘り込

んで造られており、珪藻分析の結果からは、池状遺構の上層から堤防状遺構の南側の堆積層までは、

海抜標高０m以下でも淡水の環境下であったことが確認されている。
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第３節 １～３トレンチの調査（第７～１２図）

ａ）１トレンチの調査

１トレンチは、調査対象地区の南端で、現交差点の北側に設定した。ここは、１９８３年の調査で設定

された１トレンチに隣接する地点と推測される。設定したトレンチは、長さ６m、幅３mで、１９８０年

代の道路開通以降に造成された盛土層以下は５層に分けられ、１９８３年の調査とほぼ同一の堆積状況を

示していると考えられた。

このトレンチから出土した遺物は、４層から弥生時代前期の土器（Po.６・７）と木製容器（W.１）

が出土した。また、３層からは土師器の甕（Po.９）、旧表土からは、陶胎染付の碗底部（Po.１２）、産

地不明の陶器碗底部（Po.１３）、山口県の須佐焼と見られる陶器擂鉢の底部（Po.１４）が出土した。

ｂ）２トレンチの調査

２トレンチは、みずほ幼稚園入口の南東部に設定した。トレンチの長さは６m、幅３mで、標高

－０．２mまで調査を行った。堆積状況は、１トレンチと同様であった。

このトレンチからは、５層から縄紋土器の深鉢（Po.２）と４層から古墳時代前期の土師器甕（Po.

８）が出土した。

ｃ）３トレンチの調査

３トレンチは、長さ６m、幅４mに設定した。標高０．４mの５―２層上面において、足跡か耕作に起

因すると考えられる痕跡を確認した。この５―２層を掘り下げると、北側に向かって傾斜する深さ１５

�の水溜り状の落ち込みとなる。調査範囲が狭いため人為的な遺構かどうか判断出来なかったが、水

田遺構の可能性が高いものと考えられる。

このトレンチからは、５層から縄紋土器の深鉢（Po.１）が、４層から縄紋土器と突帯紋土器が出

土した。また、２層から越前焼の擂鉢（Po.１１）が出土した。
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第４節 ４・５トレンチの調査

ａ）弥生時代中期前葉以前の調査（第１０～１１図）

４・５トレンチ調査地点の現況は更地であるが、かつて集合住宅の建っていた場所にあたり、東側

の道路とほぼ同一の高さにまで造成されている。地形的には道路と水田に挟まれた南北に長い調査区

であり、狭小な敷地内では廃土置場を確保することが困難であったため、２つのトレンチに分けて調

査を実施した。第１２図と第２４図の平面図は、便宜上２つのトレンチを繋げた形で図示してある。

４トレンチでは、珪藻分析の結果から、調査区の標高－０．４mの７―１層までが汽水域の堆積であ

り、標高－０．４m以下の７―２層から９層が海成堆積層となる。一方、５トレンチの調査では、池状遺

構によって撹乱されていない北側の地点では、標高０m付近まで９層の海成層が堆積しており、調査

区を挟んで海成層の標高差が４０�程度も生じていることになる。これについては、５トレンチの南側

が池状遺構によって改変されているために旧地形を復元することが出来ないが、陰田第３遺跡の立地

は丘陵の先端部にあたり、南側にある奥陰田集落から中海へと流れる河川の浸食を受けやすい位置に

あることと、標高０m以下という環境から、中海の潮位の干満による浸食作用によって生じた高低差

であると推定した。

検出遺構 ４トレンチの調査では、７―２層の上面で直径８０�、深さ１８�程度の水溜り状の落ち込み

を検出し、さらにその周囲から木製品や角礫が出土した。この水溜り状の落ち込みには、７―２層を

被覆する７―１層と同様の土が堆積しており、人為的に埋め戻された遺構では無いと考えられた。

出土遺物 木製品（W.２）は、長さ約５０�、厚さ３．６�の端部を丸く削り出したマツ科モミ属の板材

で、側面を欠損している。用途は不明だが、表面はあまり風化しておらず、脚などとして地面に設置

された痕跡も見られない。建築部材などの装飾として用いられたものか。W.３は、残存する長さ４３

�の棒状の木製品。W.４とW.５は、表面が粗く加工された板材で、W.５は所々に焼痕が残る。

遺構の年代 ７―１層の年代については木製品以外の遺物が出土していないため不明であるが、４ト

レンチの北側が池状遺構によって切られているため、池状遺構の掘削された弥生時代中期前葉以前に

堆積したものと考えられる。

ｂ）弥生時代中期中葉から後葉の調査（第１２～２３図）

弥生時代中期中葉から後葉の調査では、４トレンチの北側から５トレンチの南側にかけて、長さ１４

m、幅５m、深さ３０�程度と推測される池状の遺構を検出した。

池状遺構 池状遺構の断面形は緩やかな「Ｕ」字形を呈し、粘土層が水平方向に堆積している。堆積

層は、古段階から新段階までほぼ３層に分けることが可能で、古段階である弥生時代中期中葉から後

葉は５―３層に相当する。また、珪藻分析の結果から、最下層の５―３層が海水の影響下にあり、中層

の５―２層と上層の５―１層が曖昧な淡水域とされる。
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出土遺物 ここから出土した遺物は、数点の土器以外は木製品や加工痕跡の残る木材であり、これら

の遺物は大半が池状遺構の底面に貼り付くような状態で出土している。木製品の保存状態は良く、珪

藻分析の結果では遺物の出土した最下層は海水の影響が窺えるが、ここから出土した木製品にはフナ

クイムシの生痕がほとんど見られないことから、廃棄された後すぐに土中へ埋没したものと考えられ

る。また、長さ２２８�の板材（W.１０）が１点のみ池状遺構の西側から東側にかけて、池の底面から７０

�ほどの深さまで斜めに突き刺さった状態で出土している。この板状木製品の上部は、池状遺構の上

面とほぼ同じレベルであり、表面もほとんど風化していないことから、池状遺構の埋没する最終段階

（弥生時代後期）に何らかの目的で差し込まれたものであろう。

この遺構から出土した遺物は木製品が中心で、土器・石器類が極めて少ないのが特徴である。

Po.１５は、粗製の縄紋土器深鉢の口縁部である。Po.１６は、突帯に細かい刺突紋を施す、突帯紋土

器の深鉢片である。Po.１６はW.２６と共に出土しているが、池状遺構からの突帯紋土器の出土はこれ

１点のみであることから、木製品が廃棄されたときに混入したものと考えられる。Po.１７は、池状遺

構の底から出土した甕形の土器である。プロポーションは中期前葉の様相を帯びているが、全体に薄

く造られていることと、口縁部の形状から中期中葉の古段階に相当するものと考えられる。Po.１８

は、５トレンチの池状遺構の東側の底面付近から出土した。口縁部を「Ｔ」字状に拡張させ、ヘラ状

工具により刺突紋が施され、さらに円形浮紋が貼り付けられている。頸部には指頭圧痕貼付突帯が巡

り、内外面とも上部はタテハケ後、横位のヘラミガキが施されている。Po.２０は、５トレンチの池状

遺構の上層から出土した高坏の底部片と見られる。外面をナデ、内面をハケ調整する。小片のため時

期決定が難しいが、弥生時代後期から古墳時代前期までのものと考えられる。S.２は、楕円形礫の長

第１６図 池状・堤防状遺構出土遺物図
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側部を打ち欠いて作った石錘である。

W６～W.２５は、５トレンチの池状遺構の底面から出土したもので、弥生時代中期中葉までに堆積

したものと考えられるが、板材（W.１０）が１点のみ池状遺構の底面に斜めに突き刺さった状態で出

土しており、弥生時代後期まで下る可能性が高い。W.６は、長さ３０�ほどの柄状の木製品で、中央

部に台形状のほぞ穴加工が施されている。W.７は、クワ科クワ属の木材を用いた椀形容器の口縁部

片。W.８も同様の木材を用いた把手状の容器破片と見られる。W.９は、木包丁の破片に類似してい

るが、広葉樹の樹皮であり、木製品では無い可能性がある。W.１０は、池状遺構の底面に斜めに突き

刺さった状態で出土した板材で、長さ２２８�、幅１６�、厚さ４．５�を測る。W.１１は、半分を欠損する

田下駄状の板材で、二つの穴が開く。W.２１は、棒材の端部を削り、把手状に加工したもの。W.２２

は、イヌマキの枝の端部をカットしたもので、もう一方は焼けて炭化している。W.２３は、長さ２４９�

のブナ科シイ属の割材で、原木の加工時に割り取られた残材と推測される。

第１７図 ５トレンチ池状遺構下層出土遺物図�
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第１８図 ５トレンチ池状遺構下層出土遺物図� ※網かけは焼痕を示す。

２５



W.17

W.18

W.19

W.20

W.21

W.22

0
（S＝１：４） 

10㎝ 

0
（S＝１：８） 

（W.22のみ） 

20㎝ 

第１９図 ５トレンチ池状遺構下層出土遺物図� ※網かけは焼痕を示す。
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第２０図 ５トレンチ池状遺構下層出土遺物図� ※網かけは焼痕を示す。
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第２１図 ４トレンチ池状遺構下層出土遺物図� ※網かけは焼痕を示す。
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第２２図 ４トレンチ池状遺構下層出土遺物図� ※網かけは焼痕を示す。
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W.２６～W.４１は、４トレンチの底面から出土

したもので、５トレンチの遺物より上層に位置す

るものと考えられる。W.２６は、台形状の板材に

４つの方形の穴を開けたもので、田下駄か。W.

２７～３０は、板材である。W.２８は、残存長４１�の

板材で、側部寄りに四角い穴を開ける。W.３１

は、端部を丸く加工した棒材。W.３２は、短冊状

の板材の両辺に２つの穴を開けたもの。W.３３

は、枝の一端をカットして杭状の木製品としたも

の。W.３４～４０は棒状の加工材で、W.３６は粗く

加工した割材の一端に四角いほぞ状の穴を開け

る。W.４１は、広葉樹の樹皮２枚を丸めて管状に

したもので、２枚の樹皮は入れ子状に、細い樹皮

で編んで結束されている。用途は不明だが、棒状木製品などの端部に装飾として付けられていたもの

が脱落したものだろうか。

池状遺構の年代 池状遺構が掘削された年代については、池の底面から出土した土器（Po.１７）から、

弥生時代中期中葉以降と推測される。また、底面から出土した遺物の年代は、土器（Po.１８）から、

弥生時代中期後葉までの時期幅を持つものと考えられる。

池状遺構の性格 池状遺構の南側は、新段階は後述する堤防によって護岸されているが、古段階では

高さ１０�程度の緩やかな高まりが伸びる程度であり、明確な護岸遺構の存在を確かめることは出来な

かった。この池状遺構の性格については、検出した範囲が狭く全容が分からないため不明であるが、

後期にも新たな堤防を構築して護岸の補強を図っていることから、短期的な目的で造られたものでは

なかったと考えられる。

第２３図 ４トレンチ池状遺構下層出土遺物図�
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Ｃ）弥生時代後期の調査（第２４～３３図）

弥生時代後期の段階では、池状遺構の南側に堤防状の盛土がなされており、この堤防に沿って池状

遺構の上層に木製品が廃棄されている状況を確認した。

堤防状遺構 堤防状の遺構は、４トレンチの中央部で検出した。検出した当初は、溝状の遺構と認識

したが、遺構の南北で土色が異なっており、盛り上がった遺構と認識した。また、「堤防状」という

名称については、遺構の一部しか確認していないため「状」の語句を付けた。堤防の規模は、検出し

た長さ３．５m、上面の幅１m、底面の幅２m、高さ３０�で、堤防の西側延伸部分は、後述する基礎遺

構によって破壊されていた。遺構の断面形は台形を呈し、堤防上面には薄く粗砂が盛られていた。堤

防の内部の堆積状況については、堤の芯材として利用されていた大型木材（W.４２）を保存処理の関

係で最初に取り上げてしまったため、遺構の３分の２程度を失う結果となったが、残された断面で確

認すると、黒色の粘土を盛り上げ、所々に人頭大の角礫を埋め込み、堤防の上面から１０�程度のとこ

ろに大型の板材や棒材を並べて補強している。また、堤防の構築時のものか判断出来なかったが、堤

防に沿って疎らに杭（W.５１～５６）が打ち込まれている。

出土遺物 この堤防状遺構の内部から出土した遺物は、木製品が中心であり全て堤体の補強材として

埋め込まれたものであるが、元々は建築部材や紡織具、船材などとして使用されていたものから転用

されたものと見られ、一部が焼け焦げたものや運搬用の穴が開けられたものもあった。

第１６図の土器（Po.１９）は、口縁端部を上方に拡張させる弥生土器の甕で、外面はハケ調整される

が、内面のヘラケズリは頸部まで達していない。外面は全体に煤と炭化物が付着しており、実際の煮

炊に使用されたものと考えられる。W.４２は、残存長２４５．６�、幅４４．８�、厚さ１１．７�の木樋状の製品

である。樹種は、クスノキ属を用いている。側面は、緩やかに５�程立ち上がり、端部は真っすぐ加

工されている。側面の立ち上がり部分は、側面の中央部に向かって緩やかな膨らみを持つことから船

の可能性も考えられる。端部には割り取られたような加工痕が残り、運搬用に開けられたと見られる

二つの穴がある。W.４５は三角形を呈する板材で、方形の穴が開けられている。W.４６は、側面が緩

やかなカーブを描く板材で、端部は削られているが、紡織具の足置板にも類似している。一部が焼け

焦げており、粗く穴が開けられている。W４７は、長さ７２�の長方形の板材で、方形のほぞ状の加工が

１箇所あり、このほぞ穴の周囲に組み合わされていた板材の圧痕が残る。また、上部の側面寄りに幅

０．５�程度の細い溝状のほぞ加工が２列あり、この穴には組み合わせていた木材の部材が折れ残る。

このほぞ穴に残された木材の樹種はスギであり、W.４７の本体と同じ木を用いている。また、中央に

は直径２�程の丸い穴があり、やや磨滅している状況が窺える。W.４８は、ケヤキを用いた長方形の

板材だが、風化が著しかった為、取上げ時に破損した。W.５１～５６は、堤防状遺構の周辺に打ち込ま

れていた杭である。広葉樹が主体的だが、二葉松類も用いられている。杭の先端部を尖らせる加工に

は、W.５１のように複数回にわたって削り出すものと、W.５４のように一度の加工作業で済ませるも

のの二種類が見られる。

W.５７～W.６７は、池状遺構の上層、堤防状遺構の上面レベルとほぼ同一層から出土したもので、

堤防状遺構よりも時期的に下るものと考えられる。池状遺構が埋没した、弥生時代後期から奈良時代

前期頃の遺物と推測される。ここから出土した遺物は、板や杭状に加工された木材が中心だが、田下
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第２６図 ４トレンチ堤防状遺構出土遺物図�
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駄や容器なども見られる。W.５８は、アスナロ属の板材を円形に加工したもので、側面付近に穴を開

けている。刳桶や木製合子の底板などの用途が考えられる。W.６４は、幅３３�、高さ１３�の三角形状

の板材で、２箇所に方形の穴を開ける。スギを用いており、組み合わせ式の田下駄の部材と見られ

る。W.６５は、二葉松類の表面を棒状に削って加工したもので、中心には芯材が残る。W.６７は、長

さ６１�、高さ１０�の槽状容器で、樹種はスギを用いている。

遺構の年代 堤防状遺構が構築された年代については、堤の補強材として埋め込まれた大型木材（W.

４２）の下部から出土した弥生土器（Po.１９）により、弥生時代中期末から後期初頭頃と推測される。

また、堤防状遺構の下限は、古代の基礎遺構が造られた時点では、池状遺構の上層まで埋没していた

ものと考えられることから、奈良時代前期以前には埋没していたものと考えられる。

第２７図 ４トレンチ堤防状遺構出土遺物図�
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第２８図 ４トレンチ堤防状遺構出土遺物図� ※網かけは焼痕を示す。
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第２９図 ４トレンチ堤防状遺構出土遺物図�
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第３０図 ４トレンチ堤防状遺構出土遺物図�
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第３２図 ４トレンチ池状遺構上層出土遺物図�
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第３３図 ４トレンチ池状遺構上層出土遺物図�
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Ｄ）古代の調査（第３４～４０図）

古代の遺構は、４トレンチにおいて堤防状遺構の西側を壊して造られた、方形の土坑状遺構を検出

した。この遺構の性格は不明ながら、低湿地に多量の杭を打ち込み、大小の礫で固めたような状況を

呈していることから、建築物などの基礎として造られた可能性を考慮し、ここでは基礎遺構と呼称す

る。

検出遺構 この基礎遺構は、検出時の状況から堤防状遺構の南側に分布する４―１層が堆積する前に

造られたものと考えられる。このため、池状遺構の埋没後も堤防状遺構の南側は窪地状の地形となっ

ており、低湿な環境であったと考えられる。基礎遺構の構造は、堤防状遺構を壊して、幅３m、深さ

３０～４０�程度まで掘りこみ、細い杭を大量に打ち込んでから、その隙間に角礫を詰め、最終的に二つ

の巨大な礫を置き、礫の周囲に棒材を並べた状態で完成したものと考えられる。ただし、調査当初に

見つけた巨大な二つの礫は、現代の撹乱によって埋め込まれたものと誤認したため、表土除去後、

早々に重機で引き抜いてしまったため礫の設置状況についての記録が取れなかった。

ここに打ち込こまれた杭には、長さ１．６mのＡグループ。長さ１m程度で、直径が１０�程度と太い

Ｂグループ。長さがＢグループと同じで、直径が５�前後と細いＣグループ。そして、長さ２m前後

で直径５�未満の細杭Ｄグループ、の四種類に大別できる。

Ａグループとした大型の杭は、W.７２のように一部、フナクイムシの生痕と思しき穴があるが、検

出時には土中に埋まっており、杭として転用される以前に出来たものと考えられる。Ｂグループは、

樹皮の残るものや、転用材であることを示す大きな穴の開いたものなどがある。Ｃグループは、広葉

樹の枝の端部をカットして杭としたものが中心で、転用材は見られない。Ｄグループは、途中で数か

所に屈曲したものがあり、打ち込み時や、上屋建物の荷重により彎曲したものと考えられる。非常に

もろくなっており、大半が取上げ時に折れて破損したため、一部しか持ち帰ることが出来なかった。

また、使用されている樹種は、クヌギ節、コナラ節、アカガシ亜属など広葉樹が主体であるが、樹種

によって統一されている状況は窺えなかった。これらの杭のうち、最も多く使用されたのがＤグルー

プの杭で、取り上げに失敗したものも含めると１００本以上が密に打ち込まれていたものと推測される。

出土遺物 基礎遺構から出土した遺物は、土器と石器、杭などの木製品類である。Po.２１は、突帯紋

土器の深鉢、口縁部片。Po.２２は、古墳時代前期の甕口縁部片。Po.２３は、須恵器の坏身で、底部に

「〆」形のヘラ記号がある。Po.２４は、口径１０．５�の須恵器坏身で、底部はヘラ切り後ハケとナデに

より調整されている。Po.２５は口縁端部が緩やかに外反する坏身で、底部には整形時の巻き上げ痕跡

が残る。Po.２６は、口径約１０�の小形の須恵器坏身で、底部に糸切痕が残る。Po.２７は、口縁が外反

し、肩部が張る須恵器壺で、底部を欠くが、高台の付く壺Ｋ類に類似するものであろう。Po.２８は、

土師器の甕で、口縁部内面をヨコハケ調整し、内面はヘラケズリ、外面はタテハケ調整される。Po.

２９は、表面が赤褐色を呈する製塩土器の脚部片。Po.３１・３１は直径２．５�前後の土玉である。S.３は、

半分を欠損した打欠石錘。S.４は、一部に叩いた痕跡の残る楕円形礫。S.５は、楕円形の礫で明瞭な

使用痕は認められない。W.６８は、長方形の穴を開ける板材で、表面の風化が著しい。建築部材か。

W.７０は、台形を呈する板材で、表面は滑らかに加工されている。
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第３４図 基礎遺構平・断面図
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第３５図 ４トレンチ基礎遺構出土遺物図�
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第３６図 ４トレンチ基礎遺構出土遺物図�
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第３７図 ４トレンチ基礎遺構出土遺物図�
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第３８図 ４トレンチ基礎遺構出土遺物図�
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第３９図 ４トレンチ基礎遺構出土遺物図�
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遺構の年代 この基礎遺構の構築された年代について、遺構内から出土した須恵器を手掛かりに推測

すると、Po.２３・２４のような受け口状の口縁を持つ坏身は、口径が１０�程度と小形化しており、底部

もヘラ切り後、ナデやハケ状の工具による調整が施されている。これに共伴する平底の坏身（Po.２６）

は、口縁端部が小さくくびれて、底部に回転糸切りの痕跡を留めるが、８世紀代の坏身と比較する

と、底部から口縁にかけての立ち上がりが緩く、古相を呈していると考えられる。長頸壺（Po.２７）

については、残念ながら底部を欠くが、肩部を大きく張り出す特徴から、古墳時代の長頸壺よりも新

相を呈するものと考えられる。以上の特徴から、これらの須恵器を陰田編年に当てはめると、８期か

ら９期の７世紀後半から８世紀初頭に相当するものと考えられる。

第４０図 ４トレンチ基礎遺構出土遺物図�
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第５節 遺構に伴わない遺物（第４１図）

遺構に伴わない遺物は、包含層から出土したものや、調査区の周囲に巡らした排水溝の掘削途中に

出土したものである。

Po.３２は、須恵器の高台付坏身。Po.３３は、てづくねの土器。Po.３４は、復元口径３９．２�の唐津焼の

皿口縁部片。Po.３５も唐津焼の皿で、見込みに胎土目積みの痕跡が残る。Po.３６は伊万里焼の白磁皿

底部で、見込みに蛇の目釉剥ぎを施す。Po.３７は伊万里焼の湯飲み碗。Po.３８は、瓦質土器の鍋口縁

部で、復元口径は３４．６�を測る。

第４１図 遺構外出土遺物図
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表１ 陰田第３遺跡 出土土器・陶磁器・土製品観察表 （残存・復元値は（ ）で表示）

挿図
番号

遺物
番号

地区・遺構 層位 種別・器種
法量（�）

色 調
調 整

備 考
口径 底径 器高 内 面 外 面

第９図 Po.１ ３トレ ５層 縄紋土器・深鉢 （４．０）灰褐色 ナデ ナデ

第９図 Po.２ ２トレ ５層 縄紋土器・深鉢 （１０．０）明灰茶色 貝殻条痕
貝殻条痕、刺
突紋

第９図 Po.３ ３トレ ４層 縄紋土器・深鉢 （３．８）灰褐色 ナデ ナデ

第９図 Po.４ ３トレ ４層 縄紋土器・深鉢 （４．３）明灰茶色 ナデ ナデ

第９図 Po.５ ３トレ ４層 突帯紋土器・深鉢 （５．２）淡灰茶色 風化 風化

第９図 Po.６ １トレ ４層 弥生土器・壺 （１４．３） （５．７）淡黒褐色 ナデ
ナデ、ミガキ、
突帯

第９図 Po.７ １トレ ４層 弥生土器・壺 （９．０）灰褐色 ナデ
３条の凹線、
木葉紋

第９図 Po.８ ２トレ ４層 土師器・甕 （１６．５） （４．４）淡灰茶色 ナデ ナデ

第９図 Po.９ １トレ ３層 土師器・甕 （１７．６） （４．４）明灰色
ハケ、ケズ
リ

ハケ、ナデ

第９図 Po.１０ ３トレ １層 須恵器・蓋 （１５．０） （２．５）淡青灰色 ナデ ケズリ、ナデ

第９図 Po.１１ ３トレ ２層 陶器・擂鉢 （３６．８） （８．０）暗灰茶色 ナデ ナデ 越前焼

第９図 Po.１２ １トレ １層 陶胎染付・碗 （４．６）（２．３）白灰色 肥前産

第９図 Po.１３ １トレ １層 京焼風陶器・碗 （４．８）（２．３）乳白色 産地不明

第９図 Po.１４ １トレ １層 陶器・擂鉢 （１２．２）（４．９）淡橙色 擂目 ナデ 須佐焼

第１６図 Po.１５ ５トレ・池状遺構 下層 縄紋土器・深鉢 （４．９）暗茶褐色 ナデ ナデ

第１６図 Po.１６ ４トレ・池状遺構 下層 突帯紋土器・深鉢 （４．０）灰茶色
ケズリ後ナ
デ

ケズリ後ナ
デ、刺突紋

第１６図 Po.１７ ５トレ・池状遺構 下層 弥生土器・甕 （１５．７）（５．６） ２２．７ 灰褐色
ハケ、指押
さえ

ハケ、ミガキ

第１６図 Po.１８ ５トレ・池状遺構 下層 弥生土器・甕 （２０．２） （１４．０）暗灰褐色
ハケ、ミガ
キ

ハケ、ミガキ、
刺突紋、頸部
指頭圧痕貼付
突帯、円形浮
紋

第１６図 Po.１９ ４トレ・堤防状遺構 堤内 弥生土器・甕 １５．１ （１４．８）灰茶色 ケズリ ハケ、ナデ

第１６図 Po.２０ ５トレ・池状遺構 上層 土師器・高坏 （１１．６）（２．３）灰褐色 ハケ ナデ

第３５図 Po.２１ ４トレ・基礎遺構 突帯紋土器・深鉢 （３．７）灰茶色
ケズリ後ナ
デ

ケズリ後ナデ

第３５図 Po.２２ ４トレ・基礎遺構 土師器・甕 （３．８）灰褐色
ナデ、ケズ
リ

ナデ

第３５図 Po.２３ ４トレ・基礎遺構 須恵器・坏身 ９．０ ３．５ 淡灰色 ナデ ナデ ヘラ記号

第３５図 Po.２４ ４トレ・基礎遺構 須恵器・坏身 １０．５ ４．１ 暗灰色 ナデ
底部ハケ後ナ
デ

第３５図 Po.２５ ４トレ・基礎遺構 須恵器・坏身 １２．８ ８．６ ５．１ 暗灰色 ナデ
ナデ、底部糸
切り

第３５図 Po.２６ ４トレ・基礎遺構 須恵器・坏身 （９．８）（５．８） ３．９ 暗灰色 ナデ
ナデ、底部ヘ
ラ切り後ナデ

第３５図 Po.２７ ４トレ・基礎遺構 須恵器・長頸壺（１４．２） （１７．１）暗灰色 ナデ ナデ

第３５図 Po.２８ ４トレ・基礎遺構 土師器・甕 （２６．０）（３１．２）（３１．０）灰褐色 ケズリ ハケ

第３５図 Po.２９ ４トレ・基礎遺構 製塩土器 （５．１）淡橙色 ナデ ナデ

第３５図 Po.３０ ４トレ・基礎遺構 土製品・土玉 ２．５ ３．２ ３．１ 灰茶色 ナデ ２１．１g

第３５図 Po.３１ ４トレ・基礎遺構 土製品・土玉 ２．６ ２．９ ２．７ 灰茶色 ナデ １７．３g

第４１図 Po.３２ ４トレ 排水溝 須恵器・坏身 （１２．３）（８．８） ４．３ 暗灰色 ナデ 高台貼付

第４１図 Po.３３ ４トレ 排水溝 てづくね土器 （４．０） （３．６）淡茶灰色 ナデ ナデ

第４１図 Po.３４ ５トレ ２層 陶器・皿 （３９．２） （２．３）暗緑灰色 ナデ ナデ 肥前産

第４１図 Po.３５ ４トレ １層 陶器・皿 （４．８）（１．４）緑灰色 胎土目
高台内ヘラケ
ズリ

肥前産

第４１図 Po.３６ ４トレ １層 磁器・皿 ４．８ （１．４）灰白色 蛇目釉剥ぎ 高台内露胎 肥前産

第４１図 Po.３７ ５トレ 排水溝 磁器・碗 （８．４） （４．０）灰白色 ナデ ナデ 肥前産

第４１図 Po.３８ ５トレ 排水溝 瓦質土器・鍋 （３４．６） （２．６）黒灰色 ナデ ナデ
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表２ 陰田第３遺跡 出土木製品観察表 （残存値は（ ）で表示）

挿図
番号

遺物
番号 地区・遺構 層 位 器 種

法量（�）
樹 種

最大長 最大幅 最大厚
第９図 W.１ １トレ ４層 容器 １９．１ （９．０） ４．２ スギ科スギ属スギ
第１１図 W.２ ４トレ ７―１層 不明品 ４９．４ （８．２） ３．６ マツ科モミ属
第１１図 W.３ ４トレ ７―１層 杭 （４２．９） ４．４ ３．２
第１１図 W.４ ４トレ ７―１層 板材 （３４．５）（５．８） １．８
第１１図 W.５ ４トレ ７―１層 板材 （３１．８） ８．５ １．５
第１７図 W.６ ５トレ・池状遺構 下層 不明品 ２９．５ ４．５ ３．０ マツ科マツ属（二葉松類）
第１７図 W.７ ５トレ・池状遺構 下層 容器 （１．６）クワ科クワ属
第１７図 W.８ ５トレ・池状遺構 下層 把手 １１．７ （３．４） １．３ クワ科クワ属
第１７図 W.９ ５トレ・池状遺構 下層 木包丁？ （ ４．２）（４．０）（０．８）広葉樹の樹皮
第１８図 W.１０ ５トレ・池状遺構 下層 板材 （２２８．０） １６．０ ４．５ ブナ科クリ属クリ
第１８図 W.１１ ５トレ・池状遺構 下層 田下駄 ２８．５ （７．９） ２．２ スギ科スギ属スギ
第１８図 W.１２ ５トレ・池状遺構 下層 板材 （４９．４） ７．８ １．６ スギ科スギ属スギ
第１８図 W.１３ ５トレ・池状遺構 下層 板材 （２６．２）（１０．６） １．４ スギ科スギ属スギ
第１８図 W.１４ ５トレ・池状遺構 下層 板材 （４７．５） ５．９ ２．４ スギ科スギ属スギ
第１８図 W.１５ ５トレ・池状遺構 下層 板材 （２４．６）（４．６） １．３ スギ科スギ属スギ
第１８図 W.１６ ５トレ・池状遺構 下層 棒材 （６２．５） ４．２ ３．０
第１９図 W.１７ ５トレ・池状遺構 下層 棒材 （８３．０） ２．８ ２．３ スギ科スギ属スギ
第１９図 W.１８ ５トレ・池状遺構 下層 板材 （３９．３） ２．１ １．０ スギ科スギ属スギ
第１９図 W.１９ ５トレ・池状遺構 下層 不明品 （３６．４） １０．９ ４．５ ユキノシタ科ウツギ属
第１９図 W.２０ ５トレ・池状遺構 下層 不明品 （５４．０） １４．４ １４．４ ブナ科コナラ属アカガシ亜属
第１９図 W.２１ ５トレ・池状遺構 下層 棒材 （５９．２） ３．４ ２．５ イヌガヤ科イヌガヤ属イヌガヤ
第１９図 W.２２ ５トレ・池状遺構 下層 不明品 （１９３．０） ３．４ ２．６ マキ科マキ属イヌマキ
第２０図 W.２３ ５トレ・池状遺構 下層 割材 （２４９．０）（２０．３）（１１．５）ブナ科シイ属
第２０図 W.２４ ５トレ・池状遺構 下層 割材 （７６．０） ５．４ ４．１ クワ科クワ属
第２０図 W.２５ ５トレ・池状遺構 下層 割材 （５２．５） ９．７ ６．３ ブナ科コナラ属アカガシ亜属
第２１図 W.２６ ４トレ・池状遺構 下層 田下駄 ３３．２ ２３．４ ３．２ スギ科スギ属スギ
第２１図 W.２７ ４トレ・池状遺構 下層 板材 （４７．１） １６．６ ３．１
第２１図 W.２８ ４トレ・池状遺構 下層 板材 （４１．０）（１１．９） ２．０
第２１図 W.２９ ４トレ・池状遺構 下層 板材 （４３．０）（１０．８） ２．０
第２１図 W.３０ ４トレ・池状遺構 下層 板材 （３３．４）（８．２） １．５
第２２図 W.３１ ４トレ・池状遺構 下層 棒材 （３２．０） １．５ １．２
第２２図 W.３２ ４トレ・池状遺構 下層 板材 ２２．６ ３．２ ０．３ ヒノキ科アスナロ属
第２２図 W.３３ ４トレ・池状遺構 下層 杭 （６６．３） ５．７ ４．３ ブナ科コナラ属コナラ亜属クヌギ節
第２２図 W.３４ ４トレ・池状遺構 下層 棒材 （６５．５） ４．６ ２．５
第２２図 W.３５ ４トレ・池状遺構 下層 杭 （３７．５） ５．６ ４．５
第２２図 W.３６ ４トレ・池状遺構 下層 杭 （４７．３） ９．６ ７．０ ヒノキ科アスナロ属
第２２図 W.３７ ４トレ・池状遺構 下層 板材 （２１．０）（３．４） １．４
第２２図 W.３８ ４トレ・池状遺構 下層 杭 （１６．３） ２．１ １．２ イチイ科カヤ属カヤ
第２２図 W.３９ ４トレ・池状遺構 下層 板材 （２１．８） ４．１ ２．６ スギ科スギ属スギ
第２２図 W.４０ ４トレ・池状遺構 下層 板材 （４３．０） ２．５ １．９ スギ科スギ属スギ
第２３図 W.４１ ４トレ・池状遺構 下層 樹皮製品 ３．８ ３．５ ２．８ ヤマザクラ or カバの樹皮
第２６図 W.４２ ４トレ・堤防状遺構 堤内 木樋、船 （２４５．６）（４４．８） １１．７ クスノキ科クスノキ属
第２７図 W.４３ ４トレ・堤防状遺構 堤内 板材 （５１．８）（１３．２） ３．０ 二レ科ケヤキ属ケヤキ
第２７図 W.４４ ４トレ・堤防状遺構 堤内 板材 （４７．３） １０．４ １．９
第２７図 W.４５ ４トレ・堤防状遺構 堤内 板材 ３８．２ １９．２ ２．８ スギ科スギ属スギ
第２８図 W.４６ ４トレ・堤防状遺構 堤内 紡織具 ８０．０ （２３．９） ２．８ スギ科スギ属スギ
第２８図 W.４７ ４トレ・堤防状遺構 堤内 板材 ７２．２ １２．７ ２．０ スギ科スギ属スギ
第２９図 W.４８ ４トレ・堤防状遺構 堤内 板材 （４７．３）（３３．１） ２．０ 二レ科ケヤキ属ケヤキ
第２９図 W.４９ ４トレ・堤防状遺構 堤内 板材 （４９．６） ６．７ ２．３
第２９図 W.５０ ４トレ・堤防状遺構 堤内 板材 （４８．０） ８．０ ３．４ スギ科スギ属スギ
第３０図 W.５１ ４トレ・堤防状遺構 杭 （８６．８） １０．３ ５．３ ブナ科クリ属クリ
第３０図 W.５２ ４トレ・堤防状遺構 杭 （７３．６） ８．５ ７．５ ツバキ科ツバキ属
第３０図 W.５３ ４トレ・堤防状遺構 杭 （５８．１） ５．９ ４．８ リョウブ科リョウブ属リョウブ
第３０図 W.５４ ４トレ・堤防状遺構 杭 （６９．７） ６．０ ４．７ マツ科マツ属（二葉松類）
第３０図 W.５５ ４トレ・堤防状遺構 杭 （３２．７） １０．２ ４．８ マツ科マツ属（二葉松類）
第３０図 W.５６ ４トレ・堤防状遺構 杭 （２６．８） ３．３ ３．３ ブナ科クリ属クリ
第３２図 W.５７ ４トレ・池状遺構 上層 板材 （６８．６）（２０．９） ２．２ スギ科スギ属スギ
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表３ 陰田第３遺跡 出土石器観察表 （残存値は（ ）で表示）

挿図番号 遺物番号 地区・遺構 層位 種 別
法量（�）

重量（g） 石 材
最大長 最大幅 最大厚

第９図 S.１ ２トレ １層 石核状 ３．６ ３．５ ２．５ ２９．０ 玉髄

第１６図 S.２ ４トレ ７層 打欠石錘 １４．２ ９．４ ４．０ ７８８．０ デイサイト

第３５図 S.３ ４トレ・基礎遺構 打欠石錘 ６．９ ８．５ ２．５ ２０３．０ デイサイト

第３５図 S.４ ４トレ・基礎遺構 円礫 ９．４ ７．４ ４．９ ４９２．０ デイサイト

第３５図 S.５ ４トレ・基礎遺構下層 円礫 １２．６ ７．６ ４．３ ５５１．０ デイサイト

第３２図 W.５８ ４トレ・池状遺構 上層 蓋？ （２０．８）（６．９） １．０ ヒノキ科アスナロ属
第３２図 W.５９ ４トレ・池状遺構 上層 板材 （４８．３） １２．５ ４．２ スギ科スギ属スギ
第３２図 W.６０ ４トレ・池状遺構 上層 板材 （４１．８）（１９．６） ３．２ マツ科マツ属（二葉松類）
第３２図 W.６１ ４トレ・池状遺構 上層 杭 （２９．６） ４．９ １．９
第３２図 W.６２ ４トレ・池状遺構 上層 杭 （３９．６） ５．４ ２．１ スギ科スギ属スギ
第３３図 W.６３ ４トレ・池状遺構 上層 杭 （９４．２） ５．４ ４．６ マツ科マツ属（二葉松類）
第３３図 W.６４ ４トレ・池状遺構 上層 三角板 ３３．０ １３．２ ２．８ スギ科スギ属スギ
第３３図 W.６５ ４トレ・池状遺構 上層 杭 （１５．２） ４．１ ３．７ マツ科マツ属（二葉松類）
第３３図 W.６６ ４トレ・池状遺構 上層 杭 （３５．７） ８．６ ６．６
第３３図 W.６７ ４トレ・池状遺構 上層 槽 ６１．０ （９．９） １０．３ スギ科スギ属スギ
第３６図 W.６８ ４トレ・基礎遺構 建築部材 （５３．６）（２５．３） ３．３ 二レ科ケヤキ属ケヤキ
第３６図 W.６９ ４トレ・基礎遺構 板材 （３６．４） １６．７ ２．１
第３６図 W.７０ ４トレ・基礎遺構 板材 １０．９ １６．８ １．３ マキ科マキ属イヌマキ
第３６図 W.７１ ４トレ・基礎遺構 板材 （１７．６）（５．３） ０．７
第３７図 W.７２ ４トレ・基礎遺構 杭 （１６１．５） １２．９ ７．４ スギ科スギ属スギ
第３７図 W.７３ ４トレ・基礎遺構 棒材 （１６０．８） １１．２ ８．９ ブナ科シイ属
第３７図 W.７４ ４トレ・基礎遺構 杭 （１０７．５） １４．８ １３．０ ブナ科コナラ属コナラ亜属クヌギ節
第３７図 W.７５ ４トレ・基礎遺構 杭 （６７．６） ９．５ ９．０ ブナ科コナラ属アカガシ亜属
第３８図 W.７６ ４トレ・基礎遺構 杭 （９５．２） １１．２ ９．５ スギ科スギ属スギ
第３８図 W.７７ ４トレ・基礎遺構 杭 （８７．３） ８．９ ８．８ ツバキ科サカキ属サカキ
第３８図 W.７８ ４トレ・基礎遺構 杭 （９０．１） ８．３ ６．０ ツバキ科サカキ属サカキ
第３８図 W.７９ ４トレ・基礎遺構 杭 （８０．９） ６．３ ５．８ ブナ科クリ属クリ
第３８図 W.８０ ４トレ・基礎遺構 杭 （７５．２） １０．７ ８．２ ブナ科クリ属クリ
第３８図 W.８１ ４トレ・基礎遺構 杭 （６９．６） ５．３ ４．２ クスノキ科クスノキ属
第３８図 W.８２ ４トレ・基礎遺構 杭 （７１．１） ４．６ ３．１ ツバキ科サカキ属サカキ
第３８図 W.８３ ４トレ・基礎遺構 杭 （９８．１） ６．０ ３．９ マツ科マツ属（二葉松類）
第３８図 W.８４ ４トレ・基礎遺構 杭 （３９．８） ５．５ ５．１
第３９図 W.８５ ４トレ・基礎遺構 杭 （１９４．５） １０．１ ６．９ ブナ科コナラ属コナラ亜属クヌギ節
第３９図 W.８６ ４トレ・基礎遺構 杭 （１３４．２） ６．５ ４．６ ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節
第３９図 W.８７ ４トレ・基礎遺構 杭 （１２５．７） ７．０ ５．４ ブナ科コナラ属コナラ亜属クヌギ節
第３９図 W.８８ ４トレ・基礎遺構 杭 （１１８．５） ６．５ ４．７ ブナ科コナラ属アカガシ亜属
第４０図 W.８９ ４トレ・基礎遺構 杭 （１２０．０） ８．７ ５．２ クワ科クワ属
第４０図 W.９０ ４トレ・基礎遺構 杭 （１０９．１） ４．６ ４．５ バラ科サクラ属
第４０図 W.９１ ４トレ・基礎遺構 杭 （１０１．７） ５．２ ３．９ ミズキ科ミズキ属
第４０図 W.９２ ４トレ・基礎遺構 杭 （９３．４） ４．３ ３．６ ツバキ科ツバキ属
第４０図 W.９３ ４トレ・基礎遺構 杭 （９０．１） ３．８ ３．８ ブナ科クリ属クリ
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第４章 理化学的分析

第１節 陰田第３遺跡における花粉分析

株式会社古環境研究所

１．はじめに

花粉分析は、一般に低湿地の堆積物を対象とした比較的広域な植生・環境の復元に応用されてお

り、遺跡調査においては遺構内の堆積物などを対象とした局地的な植生の推定も試みられている。花

粉などの植物遺体は、水成堆積物では保存状況が良好であるが、乾燥的な環境下の堆積物では分解さ

れて残存していない場合もある。

２．試 料

分析試料は、４トレンチより採取された�―１層（試料１、暗褐色粘土：奈良時代以降の堆積層）、

�―３層（試料２、暗黒褐色粘土：池状遺構）、�層（試料３、黒色粘土：弥生時代後期前半頃の堤防

状遺構）、�―１層（試料４、黒灰色粘質土）、�―２層（試料５、黒灰色粘土）、�―１層（試料６、淡

黒灰色粘土：海成層）の６点、５トレンチより採取された�―４層（試料７、暗茶灰色粘土：試料１

の地点よりも古い段階の堆積層）、�―１層（試料８、淡灰褐色粘土：弥生時代中期中葉から後期前半

の池状遺構）、�―２層（試料９、暗灰褐色粘土：弥生時代中期中葉から後期前半の池状遺構）、�―３

層（試料１０、暗黒褐色粘土：弥生時代中期中葉から後期前半の池状遺構）、�層（試料１１、淡褐色粘

土）の５点の計１１点である。

３．方 法

花粉の分離抽出は、中村（１９６７）の方法をもとに、以下の手順で行った。

１）試料から１�を採量

２）０．５％リン酸三ナトリウム（１２水）溶液を加え１５分間湯煎

３）水洗処理の後、０．５�の篩で礫などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

４）２５％フッ化水素酸溶液を加えて３０分放置

５）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１のエルドマ

ン氏液を加え１分間湯煎）を施す

６）再び氷酢酸を加えて水洗処理

７）沈渣に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼリーで封入してプレパラート作製

８）検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によって３００～１０００倍で行った。花粉の同定は、島倉（１９７３）および中村（１９８０）

をアトラスとして、所有の現生標本との対比で行った。結果は同定レベルによって、科、亜科、属、

亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（―）で結んで示す。イ

ネ属については、中村（１９７４，１９７７）を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の
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特徴と対比して同定しているが、個体変化や類似種もあることからイネ属型とする。また、この処理

を施すとクスノキ科の花粉は検出されない。

４．結 果

� 分類群

出現した分類群は、樹木花粉３８、樹木花粉と草本花粉を含むもの６、草本花粉２４、シダ植物胞子２

形態の計７０である。これらの学名と和名および粒数を表１に示し、花粉数が２００個以上計数できた試

料は、周辺の植生を復元するために４トレンチ、５トレンチ合わせて花粉総数を基数とする花粉ダイ

アグラムを図１に示す。参考のため４トレンチ、５トレンチについてもそれぞれ花粉ダイアグラムを

図２、図３に示した。主要な分類群は顕微鏡写真に示した。また、寄生虫卵についても同定した結

果、１分類群が検出された。以下に出現した分類群を記載する。

〔樹木花粉〕

マキ属、モミ属、ツガ属、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科、ヤナギ

属、クルミ属、サワグルミ、ノグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、ハシバミ属、クマシデ属―アサ

ダ、クリ、シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属―ケヤキ、エノキ

属―ムクノキ、アカメガシワ、サンショウ属、キハダ属、ウルシ属、モチノキ属、ニシキギ科、カエ

デ属、トチノキ、ムクロジ属、ブドウ属、シナノキ属、ツバキ属、グミ属、ツツジ科、エゴノキ属、

モクセイ科、トネリコ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科―イラクサ科、ユキノシタ科、バラ科、マメ科、ウコギ科、ニワトコ属―ガマズミ属

〔草本花粉〕

ガマ属―ミクリ属、サジオモダカ属、オモダカ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、イボク

サ、ミズアオイ属、タデ属サナエタデ節、ギシギシ属、アカザ科―ヒユ科、ナデシコ科、キンポウゲ

属、アブラナ科、ササゲ属、ツリフネソウ属、チドメグサ亜科、セリ亜科、シソ科、ナス科、オオバ

コ属、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

〔寄生虫卵〕

鞭虫 Trichuris（trichiura）

鞭虫は、世界に広く分布し、現在ではとくに熱帯・亜熱帯の高温多湿な地域に多くみられる。卵の

大きさは、５０×３０μmでレモン形あるいは岐阜ちょうちん形で、卵殻は厚く褐色で両端に無色の栓が

ある。糞便とともに外界に出た虫卵は、３～６週間で感染幼虫包蔵卵になり経口感染する。

� 花粉群集の特徴

時期の古い順に４トレンチ、５トレンチ合わせて海成層から池状遺構、堤防状遺構と下位より花粉

構成と花粉組成の変化の特徴を記載する。

１）�―１層（試料６）：海成層

樹木花粉が約９５％を占める。樹木花粉ではコナラ属アカガシ亜属を主にシイ属、コナラ属コナラ亜
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属が伴われ、クマシデ属―アサダ、ニレ属―ケヤキ、エノキ属―ムクノキ、マツ属複維管束亜属、ス

ギ、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科などが出現する。草本花粉ではイネ科、カヤツリグサ科などが

低率に出現する。

２）�―２層、�―１層、�層（試料５、試料４、試料１１）

�―２層、�―１層では花粉組成、構成ともに下位の�―１層と極めて酷似した傾向を示す。樹木花

粉が約９０％以上を占め、コナラ属アカガシ亜属を主にシイ属、コナラ属コナラ亜属が伴われ、クマシ

デ属―アサダ、ニレ属―ケヤキ、エノキ属―ムクノキ、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科―イヌ

ガヤ科―ヒノキ科などが出現する。

�層では草本花粉の占める割合が増加し、約４５％を占める。樹木花粉では�―２層、�―１層と組成

および構成に大きな変化は無く、草本花粉ではイネ科（イネ属型を含む）、カヤツリグサ科が増加し、

ガマ属―ミクリ属、ヨモギ属、オモダカ属、ミズアオイ属などが伴われる。

３）５トレンチ�―３層、�―２層、�―１層、４トレンチ�―３層（試料１０、試料９、試料８、試料

２）：池状遺構（弥生時代中期中葉から後期前半）

５トレンチ�―３層では樹木花粉が約９０％を占め、花粉組成、構成が�―２層、�―１層、�―１層と

極めて酷似した傾向を示す。樹木花粉ではコナラ属アカガシ亜属、シイ属を主にコナラ属コナラ亜属

が比較的多く、クマシデ属―アサダ、エノキ属―ムクノキ、マツ属複維管束亜属などが低率に出現す

る。草本花粉ではイネ科、カヤツリグサ科などがわずかに出現する。

５トレンチ�―２層、４トレンチ�―３層、５トレンチ�―１層では草本花粉の占める割合が増加し、

樹木花粉とほぼ同程度になる。草本花粉ではカヤツリグサ科、イネ科（イネ属型を含む）が優占し、

ヨモギ属、ガマ属―ミクリ属が伴われ、ミズアオイ属、オモダカ属が出現する。樹木花粉ではスギ、

ハンノキ属がやや増加し、コナラ属アカガシ亜属、シイ属、エノキ属―ムクノキが減少する。�―１

層では鞭虫卵がわずかに出現する。

４）４トレンチ６層（試料３）：堤防状遺構（弥生時代後期前半頃）

樹木花粉が約６５％を占める。樹木花粉ではコナラ属アカガシ亜属を主にシイ属、ハンノキ属、ス

ギ、コナラ属コナラ亜属などが出現する。草本花粉ではイネ科（イネ属型を含む）、カヤツリグサ科

が優占し、ヨモギ属、オモダカ属などが出現する。

５）５トレンチ�―４層、４トレンチ�―１層（試料７、試料１：奈良時代以降の堆積層）

�―４層では草本花粉の占める割合がやや高く、�―１層では樹木花粉の占める割合がやや高くな

る。草本花粉ではイネ科（イネ属型を含む）が優占し、カヤツリグサ科、ヨモギ属が伴われ、ガマ属―

ミクリ属、オモダカ属、ミズアオイ属などが出現する。�―４層ではササゲ属、鞭虫卵がわずかに出

現する。樹木花粉ではコナラ属アカガシ亜属、コナラ属コナラ亜属、スギが比較的多く、シイ属、ハ

ンノキ属、マツ属複維管束亜属、クマシデ属―アサダが出現する。

５．考 察

花粉群集の特徴から、下位より植生の復元を行う。

１）海成層�―１層

コナラ属アカガシ亜属、シイ属を主要構成要素とする照葉樹林が分布し、コナラ属コナラ亜属、ク

マシデ属―アサダなどの落葉広葉樹や、マツ属複維管束亜属、スギ、イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ
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科などの針葉樹もやや少ないながら要素として生育していた。周辺地域は森林状態であり、草本は少

なくイネ科、カヤツリグサ科などが林縁などに生育していたと考えられる。

２）�―２層、�―１層、�層

�―２層、�―１層の時期は、下位の海成層�―１層の時期に続き照葉樹林が分布し森林状態であっ

た。�層の時期になると照葉樹林は縮小し、イネ科、カヤツリグサ科、イネ属型が水田雑草のオモダ

カ属、ミズアオイ属を伴って生育し、堆積地の周囲に水田の分布が示唆される。水田の周囲には、ガ

マ属―ミクリ属などの水生植物や、乾燥を好むヨモギ属などの草本が畦などに生育していた。

３）池状遺構（弥生時代中期中葉から後期前半）：５トレンチ�―３層、�―２層、�―１層、４トレン

チ�―３層

５トレンチ�―３層の時期は、�―１層、�―２層、�―１層、�層と極めて酷似した環境が示唆され

る。すなわち、コナラ属アカガシ亜属、シイ属を主要構成要素とする照葉樹林が分布し、森林状態が

示唆される。池状遺構の初期の堆積物であるため、�層や�層が再堆積した可能性が示唆される。

５トレンチ�―２層、４トレンチ�―３層、５トレンチ�―１層の時期には、照葉樹林は縮小し、イ

ネ科、カヤツリグサ科、イネ属型が水田雑草のオモダカ属、ミズアオイ属を伴って分布し、堆積地の

周囲に水田の分布が示唆される。他にガマ属―ミクリ属などの水生植物や、乾燥を好むヨモギ属など

の草本が生育していた。近隣の森林は、照葉樹林が縮小し、スギ、ハンノキ属がやや増加する。�―

１層では鞭虫卵がわずかに出現し、池状遺構は生活汚染の影響を受ける立地であったと考えられる。

４）堤防状遺構（弥生時代後期前半頃）：４トレンチ６層

堤防状遺構の堆積物からは、イネ科、カヤツリグサ科、イネ属型が水田雑草のオモダカ属などを伴

い出現することから、水田の分布が示唆される。森林ではコナラ属アカガシ亜属を主要構成要素とし、

シイ属を伴いハンノキ属、コナラ属コナラ亜属などを構成要素とする照葉樹林が分布が示唆される。

５）奈良時代以降の堆積層：５トレンチ�―４層、４トレンチ�―１層

�―４層、�―１層の奈良時代以降になると、コナラ属アカガシ亜属を主とする照葉樹林のほかにス

ギ林がやや拡大する。イネ属型を含むイネ科が増加し、水田の拡大が示唆され、�―４層では、ササゲ属、

鞭虫卵がわずかに出現し、水田の他にササゲ属などの畑作も行われ、人糞施肥の可能性も示唆される。

６．まとめ

陰田第３遺跡で花粉分析を行った結果、花粉群集は４トレンチ�層（海成層）、�層、５トレンチ

�―３層の下位群集と４トレンチ�層、�層、�層、５トレンチ�―１・２層、�層の上位群集に分か

れ、下位群集ではコナラ属アカガシ亜属とシイ属が優占し、照葉樹林の森林状態が示唆され、上位群

集からは水田の分布が示唆された。
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表１ 陰田第３遺跡における花粉分析結果

分 類 群
４ ト レ ン チ ５ ト レ ン チ

�―１ �―３ � �―１ �―２ �―１ �―４ �―１ �―２ �―３ �

学 名 和 名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１
Arboreal pollen 樹木花粉
Podocarpus マキ属 ３ １ １ １ ２
Abies モミ属 ２ ２ ２ ２ １ ２ １ １ １ １ １
Tsuga ツガ属 １ １ １ １ ４
Pinus subgen. Diploxylon マツ属複維管束亜属 １６ １５ １８ ３１ １６ １５ ２１ １０ ６ １２ １４
Cryptomeria japonica スギ ６６ ５６ ３５ ３１ １４ １１ ５４ ４３ ３３ ７ ４９
Taxaceae-Cephalotaxaxeae-
Cupressaceae

イチイ科―イヌガヤ科―ヒノキ科 １４ １５ １９ ７ ２０ １３ ２０ １６ ４ １４ ６

Salix ヤナギ属 １ １ １
Juglans クルミ属 ３ ３ ５
Pterocarya rhoifolia サワグルミ １ １ ４ １
Platycarya strobilacea ノグルミ １
Alnus ハンノキ属 １８ ３０ ４４ １３ １５ ７ １１ １７ ３１ ６ ５９
Betula カバノキ属 ４ ４ ３ １ １ ２ ７ ３ １ ２ ２
Corylus ハシバミ属 ２ ３ ２ ２ ４ ４ ２ ４ １ １ １
Carpinus -Ostrya japonica クマシデ属―アサダ １８ ２０ １５ ２２ ２３ ２５ ９ １０ １２ １９ １２
Castanea crenata クリ １７ １０ ４ ４ ２ ２ ６ ７ １２ ３ ５
Castanopsis シイ属 ５９ ９１ ６６ ７９ １２２ １３８ ２６ ４９ ６３ １３１ ６５
Fagus ブナ属 ５ ５ ３ ７ ２ ４ ６ ４ ３ ２ １１
Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 ７６ ６５ ３０ ５５ ３８ ６１ ５１ ４８ ２３ ５９ ３８
Quercus subgen. Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 ９７ １７８ １５４ １５８ １５０ １８４ １０１ ８６ １０２ １４３ １８８
Ulmus -Zelkova serrata ニレ属―ケヤキ ６ １０ ４ ４ １１ ２０ １１ ４ ９ １０ ４
Celtis -Aphananthe aspera エノキ属―ムクノキ ７ ６ ７ １２ １７ １７ ４ ９ ３ ２２ ９
Mallotus japonicus アカメガシワ １ １
Zanthoxylum サンショウ属 １ １
Phellodendron キハダ属 １ ２ １
Rhus ウルシ属 １
Ilex モチノキ属 １
Celastraceae ニシキギ科 １
Acer カエデ属 ２
Aesculus turbinata トチノキ ３ １ １ ２ ６ ２ ２ ４ １ ２ １
Sapindus ムクロジ属 １ ３ １ １
Vitis ブドウ属 ２
Tilia シナノキ属 １
Camellia ツバキ属 １
Elaeagnus グミ属 １ １
Ericaceae ツツジ科 １
Styrax エゴノキ属 １
Oleaceae モクセイ科 １ １ １ １ １
Fraxinus トネリコ属 １ １ １

Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉
Moraceae-Urticaceae クワ科―イラクサ科 ９ ３ １ １ １ ３ １
Saxifragaceae ユキノシタ科 ２ １ １ ３
Rosaceae バラ科 ２ ３ １
Leguminosae マメ科 ２ ２ １ ３
Araliaceae ウコギ科 ２ １
Sambucus―Viburnum ニワトコ属―ガマズミ属 １ ２ １ ２ ４ ３ ２ ２

Nonarboreal pollen 草本花粉
Typha -Sparganium ガマ属―ミクリ属 １８ １２ ６ １７ １８ １４ １ ２０
Alisma サジオモダカ属 １ １ １ ３ ２ １
Sagittaria オモダカ属 １０ ５ ６ １７ ５ ２ ９
Gramineae イネ科 １６２ １７１ ６９ ８ ８ １０ １８８ １３８ ９６ １５ １６０
Oryza type イネ属型 ２２ ３０ ２１ １ ４４ ２７ ９ １ ３４
Cyperaceae カヤツリグサ科 ７７ １２７ ８０ ７ ４ ３ ７４ １２３ １２０ １６ １２５
Aneilema keisak イボクサ １ １
Monochoria ミズアオイ属 ４ ９ ４ ４ ３ １ １ ３
Polygonum sect. Persicaria タデ属サナエタデ節 ３ １ １ ２ １ １
Rumex ギシギシ属 １ １ ２ １ １
Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科―ヒユ科 １ １ １ １ ２ １
Caryophyllaceae ナデシコ科 １ １
Ranunculus キンポウゲ属 １ １ １ ２
Cruciferae アブラナ科 １
Vigna ササゲ属 １
Impatiens ツリフネソウ属 １ １
Hydrocotyloideae チドメグサ亜科 ６ ４ ６ ５
Apioideae セリ亜科 ３ ３ １ ３ ３ ３ ２ ４ ２ ４
Labiatae シソ科 １
Solanaceae ナス科 １ １
Plantago オオバコ属 ２ ２
Lactucoideae タンポポ亜科 ２ １ １ ２ １
Asteroideae キク亜科 ２ ２ １ ２ １ １ １ ３
Artemisia ヨモギ属 ３１ ４７ １４ １０ ４ ２ ２８ ３０ ８ ５ ２５

Fern spore シダ植物胞子
Monolate type spore 単条溝胞子 ９ ２７ １１ ７ ２ １ １５ ２１ ２６ ３ １３
Trilate type spore 三条溝胞子 ３ ５ １ ４ ２ １ ２ １ ６ ２
Arboreal pollen 樹木花粉 ４１５ ５２２ ４１３ ４３８ ４４９ ５１４ ３４１ ３１７ ３１１ ４４１ ４７０
Arboreal・Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉 １２ ５ １ ０ ４ ６ １０ ５ ６ １ １０
Nonarboreal pollen 草本花粉 ３３８ ４１７ ２０７ ３２ ２１ １８ ３９４ ３６７ ２５９ ４２ ３８８
Total pollen 花粉総数 ７６５ ９４４ ６２１ ４７０ ４７４ ５３８ ７４５ ６８９ ５７６ ４８４ ８６８
Pollen frequencies of１cm３ 試料１�中の花粉密度 １．０

×１０５
９．１
×１０４

６．１
×１０４

３．６
×１０４

４．５
×１０４

６．３
×１０４

１．４
×１０５

１．２
×１０５

５．２
×１０４

４．７
×１０４

１．２
×１０５

Unknown pollen 未同定花粉 １７ １５ １６ １３ １５ ６ ９ ２０ １４ ８ １０
Fern spore シダ植物胞子 １２ ３２ １２ １１ ４ ２ １７ ２２ ３２ ５ １３
Helminth eggs 寄生虫卵
Trichuris（trichiura） 鞭虫卵 １ １

Total 計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ０ ０
Helminth eggs frequencies of１cm３ 試料１�中の寄生虫卵密度 ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １．５

×１０
１．８
×１０

０．０ ０．０ ０．０

Digestion rimeins 明らかな消化残渣 （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）
Charcoal fragments 微細炭化物 （＋） （＋） （＋）
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第２節 陰田第３遺跡における自然科学分析

株式会社古環境研究所

�．プラント・オパール分析

１．はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内に珪酸（SiO２）が蓄積したもので、植物が枯れたあともガラス質の微

化石（プラント・オパール）となって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール分析は、

この微化石を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培

植物の同定および古植生・古環境の推定などに応用されている（杉山、２０００）。また、イネの消長を

検討することで埋蔵水田跡の検証や探査も可能である（藤原・杉山、１９８４）。

２．試 料

分析試料は、４トレンチの�―１層～�―１層から採取された６点、５トレンチの�―４層～�―３層

および�層から採取された５点の計１１点である。試料採取箇所を分析結果の模式柱状図に示す。

３．分析法

プラント・オパールの抽出と定量は、ガラスビーズ法（藤原、１９７６）を用いて、次の手順で行った。

１）試料を１０５℃で２４時間乾燥（絶乾）

２）試料約１gに対し直径約４０μmのガラスビーズを約０．０２g添加（０．１�の精度で秤量）

３）電気炉灰化法（５５０℃・６時間）による脱有機物処理

４）超音波水中照射（３００Ｗ・４２KHz・１０分間）による分散

５）沈底法による２０μm以下の微粒子除去

６）封入剤（オイキット）中に分散してプレパラート作成

７）検鏡・計数

同定は、４００倍の偏光顕微鏡下で、おもにイネ科植物の機動細胞に由来するプラント・オパールを

対象として行った。計数は、ガラスビーズ個数が４００以上になるまで行った。これはほぼプレパラー

ト１枚分の精査に相当する。試料１gあたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパール

とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料１g中のプラント・オパール個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重（１．０と仮定）と各植物の換算係数（機動細

胞珪酸体１個あたりの植物体乾重、単位：１０－５g）をかけて、単位面積で層厚１�あたりの植物体生

産量を算出した。これにより、各植物の繁茂状況や植物間の占有割合などを具体的にとらえることが

できる（杉山、２０００）。タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。

４．分析結果

� 分類群

検出されたプラント・オパールの分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行
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い、その結果を表１および図１、図２に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕

イネ、ヨシ属、キビ族型、ススキ属型（おもにススキ属）、ウシクサ族Ａ（チガヤ属など）

〔イネ科―タケ亜科〕

メダケ節型（メダケ属メダケ節・リュウキュウチク節、ヤダケ属）、ネザサ節型（おもにメダケ属

ネザサ節）、チマキザサ節型（ササ属チマキザサ節・チシマザサ節など）、ミヤコザサ節型（ササ属ミ

ヤコザサ節など）、未分類等

〔イネ科―その他〕

表皮毛起源、棒状珪酸体（おもに結合組織細胞由来）、茎部起源、未分類等

〔樹木〕

ブナ科（シイ属）、クスノキ科、その他

� プラント・オパールの検出状況

１）４トレンチ

下位の�―１層（試料６）では、チマキザサ節型が比較的多く検出され、ネザサ節型、ミヤコザサ

節型なども認められた。また、海綿動物に由来する海綿骨針が多量に検出された。�―２層（試料５）

から�―１層（試料４）にかけては、ミヤコザサ節型が増加し、ヨシ属、ウシクサ族Ａ、および樹木

（その他）が出現している。樹木は一般に植物珪酸体の生産量が低いことから、少量が検出された場

合でもかなり過大に評価する必要がある（杉山、１９９９）。なお、すべての樹種で植物珪酸体が形成さ

れるわけではなく、落葉樹では形成されないものも多い（近藤・佐瀬、１９８６）。

�層（試料３）ではイネが出現し、ミヤコザサ節型は減少している。イネの密度は１，４００個／gと比

較的低い値であり、稲作跡の検証や探査を行う場合の判断基準としている５，０００個／g（状況により

３，０００個／gとする場合もある）を下回っている。また、同層では海綿骨針が大幅に減少している。�―

３層（試料２）から�―１層（試料１）にかけては、イネやヨシ属が増加し、チマキザサ節型は減少

している。また、樹木（照葉樹）のブナ科（シイ属）、クスノキ科が出現している。イネの密度は、

�―３層（試料２）では５，０００個／g、�―１層（試料１）では５，６００個／gといずれも高い値である。

おもな分類群の推定生産量によると、�層より下位ではチマキザサ節型、�―３層より上位ではイ

ネおよびヨシ属が優勢となっている。

２）５トレンチ

下位の�―３層（試料１０）では、ミヤコザサ節型が比較的多く検出され、ヨシ属、メダケ節型、ネ

ザサ節型、チマキザサ節型、および樹木（その他）なども認められた。また、海綿骨針が比較的多く

検出された。�層（試料１１）でもおおむね同様の結果であるが、海綿骨針は少量である。�―２層（試

料９）から�―４層（試料７）にかけては、イネが多く検出され、ヨシ属、チマキザサ節型が増加し

ている。また、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族Ａ、および樹木（照葉樹）のブナ科（シイ属）、

クスノキ科が出現している。

おもな分類群の推定生産量によると、�―３層より下位ではヨシ属、�―２層より上位ではイネおよ

びヨシ属が優勢となっている。
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５．プラント・オパール分析から推定される植生と環境

� ４トレンチ

海成層の�―１層では、海綿骨針が多量に検出された。海綿骨針については堆積環境との関係に未

解明な部分があるが、当時は何らかの形で海水の影響を受けていたと考えられる。�―２層から�―１

層にかけては、ヨシ属が生育するような湿潤な環境であったと考えられ、周辺の比較的乾燥したとこ

ろにはササ属（チマキザサ節やミヤコザサ節）などの笹類をはじめ、ウシクサ族なども生育していた

と推定される。また、遺跡周辺には何らかの樹木が分布していたと考えられる。なお、これらの層準

でも海綿骨針が多く検出されることから、当時も何らかの形で海の影響を受けていた可能性が考えら

れる。

�―３層から�―１層にかけては、ヨシ属が生育するような湿潤な環境であったと考えられ、そこを

利用して水田稲作が行われていたと推定される。また、周辺の比較的乾燥したところにはササ属（チ

マキザサ節やミヤコザサ節）、メダケ属（ネザサ節）、キビ族、ウシクサ族などが生育し、遺跡周辺に

はシイ属、クスノキ科などの照葉樹が分布していたと推定される。

� ５トレンチ

下位の�層と�―３層の堆積当時は、ヨシ属が生育するような湿潤な環境であったと考えられ、周

辺の比較的乾燥したところにはササ属（チマキザサ節やミヤコザサ節）などが生育していたと推定さ

れる。また、遺跡周辺には何らかの樹木が生育していたと考えられる。なお、�―３層では海綿骨針

が比較的多く検出されることから、何らかの形で海の影響を受けていた可能性が考えられる。

�―２層から�―４層にかけては、ヨシ属が生育するような湿潤な環境であったと考えられ、そこを

利用して水田稲作が行われていたと推定される。また、周辺の比較的乾燥したところにはササ属（チ

マキザサ節やミヤコザサ節）やメダケ属（メダケ節やネザサ節）などの竹笹類、キビ族、ススキ属、

ウシクサ族などが生育し、遺跡周辺にはシイ属、クスノキ科などの照葉樹が分布していたと推定され

る。なお、�―２層と�―１層は池状遺構の埋土であることから、当時は周辺で稲作が行われており、

そこから何らかの形で遺構内にイネのプラント・オパールが混入した可能性も考えられる。
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表１ 陰田第３遺跡におけるプラント・オパール分析結果
検出密度（単位：×１００個／g）

地 点 ・ 試 料
４トレンチ ５トレンチ

�―１ �―３ � �―１ �―２ �―１ �―４ �―１ �―２ �―３ �

分 類 群 学 名 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

イネ科 Gramineae

イネ Oryza sativa ５６ ５０ １４ ６１ ４２ ５８

ヨシ属 Phragmites ３５ ５０ ７ ６ １３ ６１ １４ ２９ １４ ２９

キビ族型 Paniceae type ７ ７ １４ ７ ７

ススキ属型 Miscanthus type ７ ７

ウシクサ族Ａ Andropogoneae A type ７ １４ ７ ６ １３ １４ ７ ７ ７

タケ亜科 Bambusoideae

メダケ節型 Pleioblastus sect. Nipponocalamus ６ １４ ７ ７

ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa ２１ ７ ２８ ６ １３ ７ ６１ ２１ ７ ７

チマキザサ節型 Sasa sect. Sasa etc. ６３ ８５ ２６３ １５４ ８０ １１１ １５７ ４２ ７３ ２８ １５

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Crassinodi １４ ９３ ４８ ２２５ ９３ ３５ ７５ １２０ １３１ １０３ ５１

未分類等 Others １１９ ９３ １４５ １４１ ８７ ７６ １５７ １７６ １３８ ６２ ５１

その他のイネ科 Others

表皮毛起源 Husk hair origin ３５ ２１ ２８ １３ ７ １４ ７ ２９ ２１ ７

棒状珪酸体 Rod-shaped １６１ ６４ ８３ ６ １５７ ４２ １１６ ７ ５１

茎部起源 Stem origin ２８ １４ ５５ １９ ７ ４２ ７ ７ ４４

未分類等 Others ２１０ ７８ ６２ ５１ ２７ ３５ １４３ ９８ ９４ ４８ ９５

樹木起源 Arboreal

ブナ科（シイ属） Castanopsis ７ ７ ７

クスノキ科 Lauraceae ７ ７ ７ ２１ １５ ７

その他 Others １４ １４ ７ ６ ７ ３４ ４２ ２９ ７ １５

（海綿骨針） Sponge spicules ２８ ５０ ４１ １９３ ５５９ ５０７ ２７ １４ １５ ２５５ ７

プラント・オパール総数 Total ７８５ ５９８ ７４６ ６４３ ３４０ ２６４ ９８７ ６８９ ７４７ ３１０ ３８０

おもな分類群の推定生産量（単位：�／�・�）：試料の仮比重を１．０と仮定して算出

イネ Oryza sativa １．６５ １．４７ ０．４１ １．８０ １．２４ １．７１

ヨシ属 Phragmites ２．２１ ３．１５ ０．４４ ０．４１ ０．８４ ３．８７ ０．８９ １．８３ ０．８７ １．８４

ススキ属型 Miscanthus type ０．０８ ０．０９

メダケ節型 Pleioblastus sect. Nipponocalamus ０．０７ ０．１６ ０．０８ ０．０８

ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa ０．１０ ０．０３ ０．１３ ０．０３ ０．０６ ０．０３ ０．２９ ０．１０ ０．０３ ０．０３

チマキザサ節型 Sasa sect. Sasa etc. ０．４７ ０．６４ １．９７ １．１６ ０．６０ ０．８３ １．１７ ０．３２ ０．５４ ０．２１ ０．１１

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Crassinodi ０．０４ ０．２８ ０．１５ ０．６７ ０．２８ ０．１０ ０．２２ ０．３６ ０．３９ ０．３１ ０．１５

タケ亜科の比率（％）

メダケ節型 Pleioblastus sect. Nipponocalamus ４ ９ １０ １３

ネザサ節型 Pleioblastus sect. Nezasa １６ ４ ６ ２ ７ ３ １６ １２ ４ ５

チマキザサ節型 Sasa sect. Sasa etc. ７７ ６７ ８８ ６０ ６４ ８６ ６３ ３７ ５６ ３３ ４２

ミヤコザサ節型 Sasa sect. Crassinodi ７ ２９ ６ ３５ ３０ １１ １２ ４２ ４０ ４９ ５８

メダケ率 Medake ratio １６ ４ ６ ５ ７ ３ ２４ ２１ ４ １８ ０
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�．珪藻分析

１．はじめに

珪藻は、珪酸質の被殻を有する単細胞植物であり、海水域や淡水域などの水域をはじめ、湿った土

壌、岩石、コケの表面にまで生息している。珪藻の各分類群は、塩分濃度、酸性度、流水性などの環

境要因に応じて、それぞれ特定の生息場所を持っている。珪藻化石群集の組成は、当時の堆積環境を

反映しており、水域を主とする古環境復元の指標として利用されている。

２．試 料

分析試料は、４トレンチより採取された�―１層（試料１、暗褐色粘土：奈良時代以降の堆積層）、

�―３層（試料２、暗黒褐色粘土：池状遺構）、�層（試料３、黒色粘土：弥生時代後期前半頃の堤防

状遺構）、�―１層（試料４、黒灰色粘質土）、�―２層（試料５、黒灰色粘土）、�―１層（試料６、淡

黒灰色粘土：海成層）６点、５トレンチより採取された�―４層（試料７、暗茶灰色粘土：試料１の

地点よりも古い段階の堆積層）、�―１層（試料８、淡灰褐色粘土：弥生時代中期中葉から後期前半の

池状遺構）、�―２層（試料９、暗灰褐色粘土：弥生時代中期中葉から後期前半の池状遺構）、�―３層

（試料１０、暗黒褐色粘土：弥生時代中期中葉から後期前半の池状遺構）、�層（試料１１、淡褐色粘土）

５点、以上計１１点である。これらは、花粉分析に用いられたものと同一試料である。

３．方 法

以下の手順で、珪藻の抽出と同定を行った。

１）試料から１�を採量

２）１０％過酸化水素水を加え、加温反応させながら１晩放置

３）上澄みを捨て、細粒のコロイドを水洗（５～６回）

４）残渣をマイクロピペットでカバーグラスに滴下して乾燥

５）マウントメディアによって封入し、プレパラート作製

６）検鏡、計数

検鏡は、生物顕微鏡によって６００～１，５００倍で行った。計数は珪藻被殻が２００個体以上になるまで行

い、少ない試料についてはプレパラート全面について精査を行った。

４．結 果

� 分類群

試料から出現した珪藻は、真塩性種（海水生種）１１分類群、真―中塩性種（海―汽水生種）２８分類

群、中塩性種（汽水生種）１０分類群、中―貧塩性種（汽―淡水生種）８分類群、貧塩性種（淡水生種）

１０２分類群である。破片の計数は基本的に中心域を有するものを１個とし、中心域がない種について

は両端２個につき１個と数えた。表１に分析結果を示し、珪藻総数を基数とする百分率を算定したダ

イアグラムを作成し、図示した。図１は４トレンチと５トレンチを合わせたもので、図２、図３には

参考として４トレンチ、５トレンチそれぞれについても示した。珪藻ダイアグラムにおける珪藻の生

態性はLowe（１９７４）や渡辺（２００５）等の記載により、陸生珪藻は小杉（１９８６）により、環境指標種
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群は海水生種から汽水生種は小杉（１９８８）により、淡水生種は安藤（１９９０）による。また、主要な分

類群について顕微鏡写真を示した。以下にダイアグラムで表記した主要な分類群を記載する。

〔真塩性種〕

Actinocyclus ehrenbergii、Actinocyclus ingens、Grammatophora macilenta、Nitzschia lanceola

〔真―中塩性種〕

Achnanthes delicatula、Actinocyclus normanii、Cocconeis scutellum、Diploneis smithii、Diplo-

neis suborbicularis、Hyalodiscus spp.、Navicula capitatata v. hungarica、Nitzschia granulata

〔中塩性種〕

Navicula menisculus、Navicula peregrina

〔中―貧塩性種〕

Achnanthes brevipes、Fragilaria brevistriata、Navicula pygmaea、Navicula schroeterii、Nitzs-

chia levidensis、Rhopalodia gibberula、Rhopalodia musculus

〔貧塩性種〕

Achnanthes exigua、Amphora copulata、Aulacoseira canadensis、Caloneis silicula、Cocconeis

placentula、Cyclotella meneghiniana、Cymbella cuspidata、Cymbella gracilis、Cymbella naviculi-

formis、Cymbella silesiaca、Diploneis elliptica、Diploneis spp.、Diploneis subovalis、Eunotia bi-

lunaris、Eunotia minor、Fragilaria capucina、Fragilaria construens、Fragilaria parasitica、Fragi-

laria pinnata、Gomphonema acuminatum、Gomphonema minutum、Gomphonema parvulum、Gy-

rosigma spp.、Navicula cryptocephala、Navicula cryptotenella、Navicula elginensis、Navicula

kotschyi、Navicula pupula、Navicula rhynchocephala、Nitzschia debilis、Nitzschia palea、Pinnu-

laria gibba、Pinnularia interrupta、Pinnularia viridis、Stauroneis phoenicenteron

� 珪藻群集の特徴

４トレンチでは、下位より珪藻構成と珪藻組成の変化から設定した４つの分帯について、５トレン

チは遺構および層位単位で、それぞれ珪藻群集の特徴を記載する。

１）４トレンチ

・I３S―�帯：�―１層（試料６、海成層）、�―２層（試料５）、

�―１層では、真―中塩性種（海―汽水生種）が約９０％を占め、その中で、水藻場環境指標種

群のCocconeis scutellumが優占種となっている。ほかに中―貧塩性種（汽―淡水生種）のRhopal-

odia gibberula、真―中塩性種（海―汽水生種）のHyalodiscus spp. などが低率に出現する。�―

２層では珪藻組成、構成ともに下位の�―１層と類似した出現傾向を示し、海水藻場環境指標種

群のCocconeis scutellumが優占種である。

・I３S―�帯：�―１層（試料４）

Cocconeis scutellumが半減するが変わらず第１優占種であり、中―貧塩性種（汽―淡水生種）

のRhopalodia gibberulaが第２優占種となる。

・I３S―�帯：４トレンチ�層（試料３）堤防状遺構（弥生時代後期前半頃）

中―貧塩性種（汽―淡水生種）が約４０％を占める。汽水泥質干潟、汽水藻場環境指標種群の

Fragilaria brevistriataが優占種になる。貧塩性種（淡水生種）では好止水性種のFragilaria con-
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struens、流水不定性種のAchnanthes exigua、Amphora copulata、Diploneis subovalisなどが

低率に出現する。

・I３S―�帯：４トレンチ�―３層（試料２）池状遺構（弥生時代中期中葉から後期前半）、４トレン

チ�―１層（試料１）奈良時代以降の堆積層

４トレンチ�―３層では貧塩性種（淡水生種）の占める割合が増加し、８０％を占める。貧塩性

種（淡水生種）では流水不定性種の占める割合が多く、真・好流水性種、好止水性種と続く。特

に優占種は認められず、真・好流水性種では好流水性種のGomphonema parvulum、沼沢湿地付

着生環境指標種群のNavicula elginensis、流水不定性種のDiploneis subovalis、沼沢湿地付着生

環境指標種群のCymbella naviculiformis、好止水性種で沼沢湿地付着生環境指標種群のEunotia

minor、中―貧塩性種（汽―淡水生種）で汽水泥質干潟環境指標種群、汽水藻場環境指標種群の

Fragilaria brevistriata、Rhopalodia gibberulaなど多様な分類群が出現する。

４トレンチ�―１層では珪藻組成、構成ともに類似した出現傾向を示す。貧塩性種（淡水生種）

が約８０％を占める。貧塩性種（淡水生種）では流水不定性種、好止水性種が多くを占め、残りを

真・好流水性種などが占める。流水不定性種ではAmphora copulata、Cymbella silesiaca、

Diploneis subovalis、Fragilaria capucina、Gyrosigma spp.、沼沢湿地付着生環境指標種群の

Pinnularia gibba、Cymbella naviculiformisが出現し、好止水性種で沼沢湿地付着生環境指標種

群のEunotia minor、好止水性種のEunotia bilunarisなどが出現する。真・好流水性種では好流

水性種のGomphonema parvulum、沼沢湿地付着生環境指標種群のNavicula elginensisなども出

現する。真―中塩性種（海―汽水生種）では海水泥質干潟環境指標種群のDiploneis suborbicu-

laris、中―貧塩性種（汽―淡水生種）のRhopalodia gibberulaなどが低率に出現する。

２）５トレンチ

・�層（試料１１）

貧塩性種（淡水生種）が約８０％を占め、その内流水不定性種が約８０％を占める。流水不定性種

のAmphora copulata、Cymbella cuspidataが優占し、Diploneis spp.、沼沢湿地付着生環境指標

種群のPinnularia viridis、Pinnularia gibbaや、好止水性種で沼沢湿地付着生環境指標種群の

Aulacoseira canadensisが出現する。真塩性種（海水生種）で外洋環境指標種群のActinocyclus

ehrenbergii、真塩性種（海水生種）のActinocyclus ingens、真―中塩性種（海―汽水生種）の

Actinocyclus normanii、中塩性種（汽水生種）のNavicula peregrinaなどが低率に出現する。

・�―３層、�―２層、�―１層（試料１０、試料９、試料８）：池状遺構（弥生時代中期中葉から後期前半）

�―３層では真―中塩性種（海―汽水生種）が約７５％を占め、珪藻組成、構成が４トレンチの

�―２層や�―１層と類似傾向を示す。真―中塩性種（海―汽水生種）で海水藻場環境指標種群の

Cocconeis scutellumが優占種で、中―貧塩性種（汽―淡水生種）のRhopalodia gibberulaや、

真塩性種（海水生種）で内湾環境指標種群のGrammatophora macilentaなどが伴われる。�―２

層では貧塩性種（淡水生種）の占める割合が増加し、８０％を占める。貧塩性種（淡水生種）では

流水不定性種の占める割合が多く、真・好流水性種、好止水性種と続く。特に優占種は認められ

ず、真・好流水性種では好流水性種のGomphonema parvulum、沼沢湿地付着生環境指標種群の

Navicula elginensis、流水不定性種のDiploneis subovalis、沼沢湿地付着生環境指標種群のCym-

bella naviculiformis、好止水性種で沼沢湿地付着生環境指標種群のEunotia minor、中―貧塩性
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種（汽―淡水生種）で汽水泥質干潟環境指標種群、汽水藻場環境指標種群のFragilaria brevis-

triata、Rhopalodia gibberulaなど多様な分類群が出現する。�―１層では流水不定性種のFragi-

laria capucina、真―中塩性種（海―汽水生種）で海水泥質干潟環境指標種群のDiploneis subor-

bicularisなどが増加する。

・�―４層（試料７）奈良時代以降の堆積層

貧塩性種（淡水生種）が約８０％を占める。貧塩性種（淡水生種）では流水不定性種、好止水性

種が多くを占め、残りを真・好流水性種などが占める。流水不定性種ではAmphora copulata、

Cymbella silesiaca、Diploneis subovalis、Fragilaria capucina、Gyrosigma spp.、沼沢湿地付着

生環境指標種群のPinnularia gibba、Cymbella naviculiformisが出現し、好止水性種で沼沢湿地

付着生環境指標種群のEunotia minor、好止水性種のEunotia bilunarisなどが出現する。真・好

流水性種では好流水性種のGomphonema parvulum、沼沢湿地付着生環境指標種群のNavicula

elginensisなども出現する。真―中塩性種（海―汽水生種）では海水泥質干潟環境指標種群の

Diploneis suborbicularis、中―貧塩性種（汽―淡水生種）のRhopalodia gibberulaなどが低率に

出現する。

５．珪藻分析から推定される堆積環境

１）４トレンチ

・I３S―�帯：�―１層、�―２層

真―中塩性種（海―汽水生種）で海水藻場環境指標種群のCocconeis scutellumが優占種であ

り、藻の繁茂するやや浅い海水域が示唆される。

・I３S―�帯：�―１層

海水藻場環境指標種群のCocconeis scutellumが減少し、中―貧塩性種（汽―淡水生種）のRho-

palodia gibberulaが多くなる。調査地では汽水化が進んだことが示唆される。

・I３S―�帯：�層、堤防状遺構（弥生時代後期前半頃）

中―貧塩性種（汽―淡水生種）で汽水泥質干潟、汽水藻場環境指標種群のFragilaria brevistriata

が優占種になり、藻の繁茂する汽水域から泥質干潟の環境が示唆される。

・I３S―�帯：�―３層、池状遺構（弥生時代中期中葉から後期前半）、�―１層（奈良時代以降の堆積層）

貧塩性種（淡水生種）が多いが、流水不定性種、真・好流水性種、好止水性種と多様に出現し、

優占種が認められない。このことから、曖昧な淡水域が示唆され、水田の環境が推定される。

２）５トレンチ

・�層

貧塩性種（淡水生種）が約８０％を占め、流水不定性種のAmphora copulata、Cymbella cuspi-

dataが優占する。曖昧な水域が示唆され、水田に多いAmphora copulataも認められ、水田の環

境が示唆される。

・�―３層、�―２層、�―１層：池状遺構（弥生時代中期中葉から後期前半）

�―３層では、真―中塩性種（海―汽水生種）で海水藻場環境指標種群のCocconeis scutellum

が優占し、藻の繁茂するやや浅い海水域が示唆される。４トレンチのI３S―�帯に相当する。

�―２層、�―１層では貧塩性種（淡水生種）の占める割合が増加するが、流水不定性種の占め
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る割合が多く、真・好流水性種、好止水性種が伴われる。�―２層では真・好流水性種、�―１層

では真―中塩性種の海水泥質干潟種が伴われる。曖昧な淡水域が示唆され、�―２層では流水の

影響が、�―１層では干潟の影響がある。淡水生珪藻が多様に生育することから、水田も含む湿

地の環境が推定される。４トレンチのI３S―�帯に相当する。

・�―４層（奈良時代以降の堆積層）

貧塩性種（淡水生種）が優占し、流水不定性種、好止水性種、真・好流水性種などが多様に検

出される。水田に多いAmphora copulataも認められることから、水田も含む湿地の環境が示唆

される。４トレンチのI３S―�帯に相当する。

６．まとめ

陰田第３遺跡において珪藻分析を行った結果、以下に示す環境変遷が認められた。

１）I３S―�帯：４トレンチ�―１層（海成層）、�―２層、５トレンチ�―３層（池状遺構下部）

藻の繁茂するやや浅い海水域の時期と推定される。

２）I３S―�帯：４トレンチ�―１層

汽水域の時期と推定される。

３）I３S―�帯：４トレンチ�層（堤防状遺構：弥生時代後期前半頃）

藻の繁茂する汽水域から泥質干潟の環境が推定される。

４）I３S―�帯：４トレンチ�―３層、５トレンチ５�―３層、�―２層、�―１層（池状遺構：弥生時

代中期中葉から後期前半）、４トレンチ�―１層、５トレンチ�―４層（奈良時代以降の堆積層）

曖昧な淡水域の時期（水田の環境）が推定される。

なお堤防状遺構は、汽水域ないし干潟域と池状遺構（水田の可能性）を画する遺構であると考えら

れよう。
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第３節 陰田第３遺跡出土木製品の樹種調査結果

株式会社吉田生物研究所

１．試 料

試料は米子市陰田第３遺跡から出土した木製品７４点である。

２．観察方法

剃刀で木口（横断面）、柾目（放射断面）、板目（接線断面）の各切片を採取し、永久プレパラート

を作製した。このプレパラートを顕微鏡で観察して同定した。

３．結 果

樹種同定結果（針葉樹７種、広葉樹１６種）の表を５２―５３頁の木製品観察表に記し、顕微鏡写真を写

真図版２２～４６に示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

１）イチイ科カヤ属カヤ（Torreya nucifera Sieb. et Zucc.）

（遺物W.３８）

（写真図版２２―１）

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。晩材部は狭く年輪界は比較的不

明瞭である。軸方向柔細胞を欠く。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型で１分野に１～４個あ

る。仮道管の壁には対になった螺旋肥厚が存在する。板目では放射組織はすべて単列であった。カヤ

は本州（中・南部）、四国、九州に分布する。

２）イヌガヤ科イヌガヤ属イヌガヤ（Cephalotaxus Harringtonia K. Koch f. drupacea Kitamura）

（遺物W.２１）

（写真図版２２―２）

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は漸進的で、晩材の幅は非常に狭く、年輪界がやや

不明瞭で均質な材である。樹脂細胞はほぼ平等に散在し数も多い。柾目では放射組織の分野壁孔はト

ウヒ型で１分野に１～２個ある。仮道管内部には螺旋肥厚が見られる。短冊形をした樹脂細胞が早材

部、晩材部の別なく軸方向に連続（ストランド）して存在する。板目では放射組織はほぼ単列であっ

た。イヌガヤは本州（岩手以南）、四国、九州に分布する。

３）マキ科マキ属イヌマキ（Podocarpus macropyllus Sweet）

（遺物W.２２、W.７０）

（写真図版２２―３、２３―１）

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はゆるやかであり、年輪界がやや不明瞭で均質な材

である。樹脂細胞はほぼ平等に散在し数も多い。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型で１分野に

１～２個ある。短冊型をした樹脂細胞が早材部、晩材部の別なく軸方向に連続（ストランド）をなし
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て存在する。板目では放射組織はすべて単列であった。イヌマキは本州（中・南部）、四国、九州、

琉球に分布する。

４）マツ科モミ属（Abies sp.）

（遺物W.２）

（写真図版２３―２）

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は比較的ゆるやかで晩材部の幅は狭い。柾目では放

射組織の上下縁辺部に不規則な形状の放射柔細胞がみられる。放射柔細胞の壁は厚く、数珠状末端壁

になっている。放射組織の分野壁孔はスギ型で１分野に１～４個ある。板目では放射組織は単列で

あった。モミ属はトドマツ、モミ、シラベがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

５）マツ科マツ属［二葉松類］（Pinus sp．）

（遺物W.６、W.５４、W.５５、W.６０、W.６３、W.６５、W.８３）

（写真図版２３―３～２５―３）

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は急であった。大型の垂直樹脂道が細胞間隙として

みられる。柾目では放射組織の放射柔細胞の分野壁孔は窓型である。上下両端の放射仮道管内は内腔

に向かって鋸歯状に著しくかつ不規則に突出している。板目では放射組織は単列で１～１５細胞高のも

のと、水平樹脂道を含んだ紡錘形のものがある。マツ属［二葉松類］はクロマツ、アカマツがあり、

北海道南部、本州、四国、九州に分布する。

６）スギ科スギ属スギ（Cryptomeria japonica D. Don）

（遺物W.１、W.１１～W.１５、W.１７、W.１８、W.２６、W.３９、W４０、W.４５、W.４６、W.４７、W.５０、

W.５７、W.５９、W.６２、W.６４、W.６７、W.７２、W.７６）

（写真図版２６―１～３３―２）

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや急であった。樹脂細胞は晩材部で接線方向に

並んでいた。柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で１分野に１～３個ある。板目では放射

組織はすべて単列であった。樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。スギは本州、四国、九州の主

として太平洋側に分布する。

７）ヒノキ科アスナロ属（Thujopsis sp.）

（遺物W.３２、W.３６、W.５８）

（写真図版３３―３～３４―２）

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行は緩やかであった。樹脂細胞は晩材部に散在または

接線配列である。柾目では放射組織の分野壁孔はヒノキ型からややスギ型で１分野に２～４個ある。

板目では放射組織はすべて単列であった。数珠状末端壁を持つ樹脂細胞がある。アスナロ属にはアス

ナロ（ヒバ、アテ）とヒノキアスナロ（ヒバ）があるが顕微鏡下では識別困難である。アスナロ属は

本州、四国、九州に分布する。
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８）ブナ科クリ属クリ（Castanea crenata Sieb. et Zucc.）

（遺物W.１０、W.５１、W.５６、W.７９、W.８０、W.９３）

（写真図版３４―３～３６―２）

環孔材である。木口では円形ないし楕円形で大体単独の大道管（～５００μm）が年輪にそって幅の

かなり広い孔圏部を形成している。孔圏外は急に大きさを減じ薄壁で角張った小道管が単独あるいは

２～３個集まって火炎状に配列している。柾目では道管は単穿孔と多数の有縁壁孔を有する。放射組

織は大体において平伏細胞からなり同性である。板目では多数の単列放射組織が見られ、軸方向要素

として道管、それを取り囲む短冊型柔細胞の連なり（ストランド）、軸方向要素の大部分を占める木

繊維が見られる。クリは北海道（西南部）、本州、四国、九州に分布する。

９）ブナ科シイ属（Castanopsis sp.）

（遺物W.２３、W.７３）

（写真図版３６―３、３７―１）

環孔性放射孔材である。木口では孔圏部の道管（～３００μm）は単独でかつ大きいが接線方向には

連続していない。孔圏外に移るにしたがって大きさを減じ、放射方向に火炎状に配列している。柾目

では道管は単穿孔と多数の有縁壁孔を有する。放射組織は平伏細胞からなり同性である。道管放射組

織間壁孔には大型で柵状の壁孔がある。板目では多数の単列放射組織が見られる。シイ属にはツブラ

ジイとスダジイがあるが、ツブラジイに見られる集合～複合放射組織の出現頻度が低い為区別は難し

い。シイ属は本州（福島、佐渡以南）、四国、九州、琉球に分布する。

１０）ブナ科コナラ属アカガシ亜属（Quercus subgen. Cyclobalanopsis）

（遺物W.２０、W.２５、W.７５、W.８８）

（写真図版３７―２～３８―２）

放射孔材である。木口では年輪に関係なくまちまちな大きさの道管（～２００μm）が放射方向に配

列する。軸方向柔細胞は接線方向に１～３細胞幅の独立帯状柔細胞をつくっている。放射組織は単列

放射組織と非常に列数の広い放射組織がある。柾目では道管は単穿孔と多数の壁孔を有する。放射組

織はおおむね平伏細胞からなり、時々上下縁辺に方形細胞が見られる。道管放射組織間壁孔は大型で

柵状の壁孔が存在する。板目では多数の単列放射組織と放射柔細胞の塊の間に道管以外の軸方向要素

が挟まれている集合型と複合型の中間となる型の広放射組織が見られる。アカガシ亜属はイチイガ

シ、アカガシ、シラカシ等があり、本州（宮城、新潟以南）、四国、九州、琉球に分布する。

１１）ブナ科コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Quercus subgen. Lepidobalanus Endlicher sect. Cerris）

（遺物W.３３、W.７４、W.８５、W.８７）

（写真図版３８―３～３９―３）

環孔材である。木口では大道管（～４３０μm）が年輪界にそって１～数列並んで孔圏部を形成して

いる。孔圏外では急に大きさを減じ、厚壁で円形の小道管が単独に放射方向に配列している。放射組

織は単列放射組織と非常に幅の広い放射組織がある。柾目では道管は単穿孔と対列壁孔を有する。放

射組織はすべて平伏細胞からなり同性である。道管放射組織間壁孔には柵状の壁孔が存在する。板目
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では多数の単列放射組織と肉眼でも見られる典型的な複合型の広放射組織が見られる。クヌギ節はク

ヌギ、アベマキがあり、本州（岩手、山形以南）、四国、九州、琉球に分布する。

１２）ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節（Sect. Prinus Loudon syn. Diversipilosae, Dentatae）

（遺物W.８６）

（写真図版４０―１）

環孔材である。木口では大道管（～３８０μm）が年輪界にそって１～３列並んで孔圏部を形成して

いる。孔圏外では急に大きさを減じ、薄壁で角張っている小道管が単独あるいは２～３個複合して火

炎状に配列している。放射組織は単列放射組織と非常に列数の広い放射組織がある。柾目では道管は

単穿孔と対列壁孔を有する。放射組織は全て平伏細胞からなり同性である。道管放射組織間壁孔には

大型の壁孔が存在する。板目では多数の単列放射組織と肉眼でも見られる典型的な複合型の広放射組

織が見られる。コナラ節にはコナラ、ミズナラ、カシワ等があり、北海道、本州、四国、九州に分布

する。

１３）ニレ科ケヤキ属ケヤキ（Zelkova serrata Makino）

（遺物W.４３、W.４８、W.６８）

（写真図版４０―２～４１―１）

環孔材である。木口ではおおむね円形で単独の大道管（～２７０μm）が１列で孔圏部を形成してい

る。孔圏外では急に大きさを減じ、多角形の小道管が多数集まって円形、接線状あるいは斜線状の集

団管孔を形成している。軸方向柔細胞は孔圏部では道管を鞘状に取り囲み、さらに接線方向に連続し

ている（イニシアル柔組織）。放射組織は１～数列で多数の筋として見られる。柾目では大道管は単

穿孔と側壁に交互壁孔を有する。小道管はさらに螺旋肥厚も持つ。放射組織は平伏細胞と上下縁辺の

方形細胞からなり異性である。方形細胞はしばしば大型のものがある。板目では放射組織は少数の１

～３列のものと大部分を占める６～７細胞列のほぼ大きさの一様な紡錘形放射組織がある。紡錘形放

射組織の上下端の細胞は、他の部分に比べ大型である。ケヤキは本州、四国、九州に分布する。

１４）クワ科クワ属（Morus sp.）

（遺物W.７、W.８、W.２４、W.８９）

（写真図版４１―２～４２―２）

環孔材である。木口では大道管（～２８０μm）が年輪界にそって１～５列並んで孔圏部を形成して

いる。孔圏外では小道管が２～６個、斜線状ないし接線状、集合状に不規則に複合して散在してい

る。柾目では道管は単穿孔と対列壁孔を有する。小道管には螺旋肥厚もある。放射組織は平伏と直立

細胞からなり異性である。道管内には充填物（チロース）が見られる。板目では放射組織は１～６細

胞列、高さ～１．１�からなる。単列放射組織はあまり見られない。クワ属はヤマグワ、ケグワ、マグ

ワなどがあり、北海道、本州、四国、九州に分布する。

１５）クスノキ科クスノキ属（Cinnamomum sp.）

（遺物W.４２、W.８１）
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（写真図版４２―３、４３―１）

散孔材である。木口では中庸の道管（～１００μm）が単独または２ないし数個が放射方向あるいは

斜方向に連続して年輪内に平等に分布する。軸方向柔細胞は道管の周囲を厚く鞘状に囲んでいる。道

管の壁がやや厚い。柾目では道管は単穿孔とまれに階段穿孔、側壁に交互壁孔とかすかな螺旋肥厚を

有する。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。道管放射組織間壁孔は円形、レンズ状、篩

上の壁孔が並んでいる。板目では放射組織は１～３細胞列、高さ～７５０μmからなる。放射組織の直

立細胞や軸方向柔細胞が油細胞（樟脳油貯蔵細胞）となるがあまり顕著でない。クスノキ属にはヤブ

ニッケイがあり、本州（宮城、富山以西南）、四国、九州、琉球に分布する。

１６）ユキノシタ科ウツギ属（Deutzia sp.）

（遺物W.１９）

（写真図版４３―２）

散孔材である。木口ではきわめて小さい道管（～５０μm）が単独ないし２～３個複合して分布する。

年輪界は凸状になる。柾目では道管は階段穿孔を有する。放射組織は平伏、直立細胞からなり異性で

ある。道管放射組織間壁孔はきわめて小さくかつ多い。木繊維に螺旋肥厚がある。板目では放射組織

は１～７細胞列、高さ～２�からなる。鞘細胞が見られる。ウツギ属は北海道、本州、四国、九州に

分布する。

１７）バラ科サクラ属（Prunus sp.）

（遺物W.９０）

（写真図版４３―３）

散孔材である。木口ではやや小さい道管（～１００μm）がほぼ一定の大きさで、単独あるいは放射

方向ないし斜方向に連なり分布している。柾目では道管は単穿孔と側壁に交互壁孔及び螺旋肥厚を有

する。道管内には着色物質が見られる。放射組織は同性ないし異性で中央部の平伏細胞と上下縁辺の

方形細胞からなる。板目では放射組織は１～４細胞列、高さ～１�からなる。サクラ属はサクラ、ヤ

マナシなどがあり、本州、四国、九州、琉球に分布する。

１８）ツバキ科ツバキ属（Camellia sp.）

（遺物W.５２、W.９２）

（写真図版４４―１、４４―２）

散孔材である。木口では極めて小さい道管（～４０μm）が、単独ないし２～３個接合して均等に分

布する。放射組織は１～３細胞列で黒い筋としてみられる。木繊維の壁はきわめて厚い。柾目では道

管は階段穿孔と螺旋肥厚を有する。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。道管放射組織間

壁孔（とくに直立細胞）は大型のレンズ状の壁孔が階段状に並んでいる。放射柔細胞の直立細胞と軸

方向柔細胞にはダルマ状にふくれているものがある。板目では放射組織は１～４細胞列、高さ～１�

以下からなり、平伏細胞の多列部の上下または間に直立細胞の単列部がくる構造をしている。木繊維

の壁には有縁壁孔が一列に多数並んでいるのが全体で見られる。ツバキ属はツバキ、サザンカ、チャ

があり、本州、四国、九州に分布する。
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１９）ツバキ科サカキ属サカキ（Cleyera japonica Thunberg pro parte emend. Sieb. et Zucc．）

（遺物W.７７、W.７８、W.８２）

（写真図版４４―３～４５―２）

散孔材である。木口では極めて小さい道管（～５０μm）が単独ないし２～４個複合して平等に分布

する。柾目では道管は階段穿孔と側壁に対列ないし階段壁孔と螺旋肥厚を有する。放射組織は平伏、

方形、直立細胞からなり異性である。道管放射組織間壁孔は対列状ないし階段状壁孔が存在する。板

目では放射組織は単列、高さ～１．５�からなる。木繊維の壁には有縁壁孔が一列に多数並んでいるの

が見られる。サカキは本州（茨城、石川以西南）、四国、九州に分布する。

２０）ミズキ科ミズキ属（Cornus sp.）

（遺物W.９１）

（写真図版４５―３）

散孔材である。木口では中庸の道管（～１３０μm）が単独あるいは２～４個放射方向に複合して分

布する。道管の大きさは年輪中央部で大きくなる傾向がある。年輪界は波状である。柾目では道管は

階段穿孔と側壁に多数の壁孔を有する。放射組織は平伏、方形と直立細胞からなり異性である。板目

では放射組織は１～４細胞列、高さ～１�である。ミズキ属はミズキ、ヤマボウシ等があり北海道、

本州、四国、九州に分布する。

２１）リョウブ科リョウブ属リョウブ（Clethra barbinervis Sieb. et. Zucc.）

（遺物W.５３）

（写真図版４６―１）

散孔材である。木口ではやや小さい道管（～１００μm）がほぼ単独、または数個複合して分布して

いる。道管径、分布数ともに年輪中央で最大になる。軸方向柔細胞は不健在である。柾目では道管は

階段穿孔を有する。放射組織は平伏と直立細胞からなり異性である。板目では放射組織は１～４細胞

列、高さ～１．１�からなる。リョウブは北海道、本州、四国、九州、琉球に分布する。

２２）ヤマザクラorカバの樹皮

（遺物W.４１）

（写真図版４６―２）

横断面はコルク組織とコルク皮層が交互に並んで密に詰まっている。放射断面は採取出来なかっ

た。接線断面では細胞が放射方向に規則正しく配列している。しかし桜、樺の皮は顕微鏡観察での判

別は難しい。

２３）広葉樹の樹皮

（遺物W.９）

（写真図版４６―３）

横断面と放射断面では死滅した篩部、軸方向柔細胞、じん皮繊維がある程度層をなして並んでい

る。途切れ途切れの放射組織が見られる。接線断面では紡錘形の放射組織と死滅した篩部、じん皮繊
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維、軸方向柔細胞の複雑に入り混じった状態が見られる。

◆参考文献◆

島地謙・伊東隆夫「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版（１９８８）

伊東隆夫「日本産広葉樹材の解剖学的記載�～�」京都大学木質科学研究所（１９９９）

北村四郎・村田源「原色日本植物図鑑木本編�・�」保育社（１９７９）

奈良国立文化財研究所「奈良国立文化財研究所 史料第２７冊 木器集成図録 近畿古代篇」（１９８５）

奈良国立文化財研究所「奈良国立文化財研究所 史料第３６冊 木器集成図録 近畿原始篇」（１９９３）

◆使用顕微鏡◆

Nikon DS―Fi１
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第５章 総括

第１節 陰田第３遺跡の自然環境

陰田第３遺跡は、標高１m付近の低湿地に位置している。周辺の遺跡では、陰田第９遺跡、陰田第

７遺跡、陰田小犬田遺跡などが低湿地遺跡に該当するが、陰田第９遺跡以外は、標高１～４m程度で

あり、縄紋海退期以降の堆積環境を包含する貴重な遺跡と言える。今回の調査では、花粉分析、プラ

ント・オパール分析、珪藻分析を実施し、当時の自然環境の復元を試みた。詳細は第４章に譲るが、

ここでは幾つかの事象について述べる。

今回検出された海成層の堆積時期については、土器がほとんど伴っていないので不明だが、陰田第

３遺跡の北東１�の地点に位置する大谷遺跡の調査では、縄紋時代前期に形成された波蝕台が確認さ

れ、その標高が海抜１mであることから、縄紋海進期における中海沿岸域の最高海面が１m程度にま

で上昇していたことを窺わせる。また、丘陵を隔てた南側の山裾にあたる陰田第９遺跡では、縄紋時

代前期の遺物包含層は海抜０mから－１m付近にあり、これよりも海寄りに位置する陰田第３遺跡

は、縄紋時代前期の段階ではまだ海中に没していたものと考えられる。

今回の調査で出土している縄紋時代の遺物は、粗製の無紋土器であり、縄紋時代後期から晩期頃と

推測される。こうした状況から、本調査区内の海成層が形成された時期は、縄紋時代後期以降と考え

た。また、池状遺構よりも南側の調査区では、海成層のレベルが４０�程度下がっている。これについ

ては、遺跡が谷間から平野へと抜ける丘陵の先端部に立地していることから、河川の浸食作用と潮位

の干満により浸食されたものと理解したが、１～３トレンチの調査では、海抜０m以下の地点をほと

んど掘削することが出来なかったので断定するには至らなかった。

第４１図の遺構変遷図に示した縄紋時代後期から晩期の段階は、海退現象により生じた干潟が広がっ

ていたものと考えられる。この面では人為的な痕跡は窺えず、北から南へと向かってやや傾斜する地

形と考えた。目久美遺跡では、こうした環境において形成された湿地が弥生時代前期には水田化され

ていたが、陰田第３遺跡では明瞭な水田跡を検出することは出来なかった。これについては、目久美

遺跡の弥生時代前期水田の標高が１m前後であり、弥生前期段階の陰田第３遺跡では水田を形成する

にはまだ標高が低すぎたためと考えられる。

続く弥生時代中期の段階には池状の遺構が掘削され、後期には堤防状遺構を構築し護岸の補強が図

られている。池状遺構の初期の堆積物には海水の影響が窺えるが、徐々に淡水の濃度が増し、最終的

には水田化されるものと考えられる。プラント・オパール分析の結果からも、池状遺構の上層埋土よ

りも上の面では水田の存在が示唆されている。今回の調査では、水田化された時期を明瞭にすること

が出来なかったが、調査区内で見られる明瞭な水田環境は、５トレンチの池状遺構が埋没した後に堆

積した４―４層と、４トレンチで検出した４―１層の段階であり、これは古代の基礎遺構が構築された

後に堆積した層である。こうした状況から、調査区内で見られた地形の高低差は奈良時代に至ってよ

うやく解消され、遺跡周辺は水田化したものと考えられる。
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L＝0m

L＝0m

L＝0m

�期（海退期）縄紋時代後期～弥生時代前期 

�期（汽水～淡水期）弥生時代中期 

�期（淡水期）弥生時代後期 

干潟～湿地 

池状遺構（古段階） 

池状遺構（新段階） 

堤防状遺構 

0 5m
（S＝１：200） 

第４２図 陰田第３遺跡 遺構変遷図
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第２節 堤防・池状遺構と基礎遺構の構築について

４・５トレンチで確認された池状遺構は、全体の一部を調査したのみであり正確な大きさは分から

ないが、検出した範囲内でも、全幅が１４mにもなる比較的規模の大きな遺構であると考えられる。こ

の遺構が人工的に掘り込まれた池かどうかを見極めるポイントは、池の底面や壁面に残された掘削時

の加工痕の有無だが、ここではベースとなる地盤が軟弱な海成粘土であったため、その痕跡を確認す

ることができなかった。しかしながら、弥生時代後期に至って、新たに堤防を構築して池の護岸機能

を強化している点から、人為的な関わりがあったことは疑いない事実と言えよう。

この池状遺構の性格については、検出された状況から以下の三つの用途が考えられる。

�農業用のため池

�水田や集落への塩水の流入を防ぐ調整池

�建築材などの原木を保管する貯木場

このうち、�については、農耕に関連する木製品類がほとんど出土していないことと、池の上面が

標高０m以下であり、弥生時代の海退現象を想定しても、農業用のため池の立地としては低すぎると

考えられる。

�についても、周辺で水田遺構が検出されていないことと、土器の出土量が少ないことを考えれ

ば、集落からは離れた位置にある施設であり、塩水の流入による生活の影響があったことを断定する

ことはできず、どこまで塩水の管理がなされていたものか不明である。

�の貯木施設については、丸木を割って製材した時の端材が出土していることから、可能性として

は考えられるが、原木となるような大型の木材は出土しておらず、積極的な根拠として採用していい

ものか判断が分かれるであろう。

以上のように、三つの用途もそれぞれに問題点があり、池状遺構の性格を断定するには決め手を欠

いている。周辺の環境がはっきりしていない現状では、上記の複合的な用途を想定したほうがよいの

かも知れない。

堤防状遺構については、堤体の上面に粗砂を敷きつめており、道路としての機能をも備えていたこ

とが想定できよう。

基礎遺構については、方形の土坑を掘ってから底面に大量の杭を打ち、杭の隙間には礫を詰め込ん

で固め、中央に巨大な礫を置き周囲に棒材を並べるという入念な工事が行われている状況から、大型

構築物の基礎地業に伴う遺構であると考えた。遺構上面のレベルが標高－０．７mの低湿地にあり、建

物を建てるには不向きな環境と思われるが、弥生時代の堤防を壊して造られており、堤防の機能に類

似した施設が建てられていたという解釈も成り立つ。目久美遺跡５次・１０次調査では、「堤」という

文字が書かれた墨書土器が出土しており、古代の目久美遺跡において堤の管理を行う施設があったこ

とを想定している。残念ながら、陰田地区において古代の「堤」の存在を示す文献史料は残されてい

ないが、こうした施設についても考慮すべきであろう。
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第３節 出土遺物について

陰田第３遺跡の調査で出土した遺物は、大半が木製品であり土器や石器類は少なかった点に特徴が

ある。大量に出土した木製品を見ると、池状遺構の下層から出土した大型の木材、堤防状遺構の補強

材として埋め込まれた板材などが目を引くが、断片ながら木製容器類が出土していることは注目すべ

き点である。また、時期は下るが、基礎遺構で大量に用いられた杭には、樹種やサイズ、加工技術な

どに様々なバリエーションがあり、入念な工事が行われた様子が窺える。

この陰田第３遺跡では、これまで目久美遺跡や池ノ内遺跡のような周辺の低湿地遺跡で普遍的に見

つかっている木製農耕具類が全く出土しなかったが、これは遺跡の性格が異なることに起因するので

あろう。

遺物の構成を見ると、池状遺構の下層は、破損した板材や加工後に廃棄された割材、小形の製品類

が中心であり、出土状況も池の底に廃棄されたような状況であった。堤防状遺構の堤体内から出土し

た遺物は、きれいに加工された板材が中心であり、これらは全て堤防の芯材として使用するために建

築部材などの大型木材を転用したものと見られる。どちらの遺構も完形品の出土が少ないことは、生

活の中心である集落とは距離のある遺構であったと理解される。

これ以外に特徴的な遺物として、３トレンチから出土した越前焼の擂鉢がある。復元口径は３７�程

度で、口縁端部に凹線状のくぼみが廻るタイプで、この段階では卸目は施されていない。おおよそ１３

世紀後半頃に生産されたものと推測される。越前焼については、これまでに新山山田遺跡からほぼ完

形に復元できる擂鉢が出土しているが、陰田小犬田遺跡や大谷遺跡でも破片が見つかっており、備前

焼が本格的に流通を始める１５世紀以前において、中海に面した米子平野周辺地域に流通していたもの

と考えられる。ただし、鳥取県内ではこの地域を除いて越前焼擂鉢のまとまった出土例は見られず、

なぜこの地域にだけ越前焼が集中してもたらされているのか、という疑問が生じる。現状では、調査

時の認識不足による遺漏が大きな原因ではないかと思われるが、例えば大谷遺跡から出土した越前焼

擂鉢の底部片は、焼成・胎土とも在地の須恵器とほとんど変わらないものであり、外面のヘラケズリ

調整や、高台の形状、内面の磨滅に気づかなければ見落としやすい遺物であると言える。山陰の研究

者も中世遺跡を調査する際には、越前焼の存在を念頭に置いて調査に臨むよう、注意を促したい。

第４節 陰田第３遺跡の意義

今回実施した陰田第３遺跡の調査では、縄紋海退期以降に形成された低湿地において、弥生時代中

期から後期にかけて池と堤防を構築している状況が判明した。これらの遺構は、中海にほど近い標高

０m以下の地点に位置しているが、珪藻分析の結果から池の最下層以外は海水ないし汽水の影響が少

ないことが判明しており、当時の海水面の変動を示す手掛かりになるものと理解される。この遺構の

具体的な用途については、調査範囲が狭く全容を把握できない現状では分からないが、土器がほとん

ど出土しないことと、転用材で堤防を構築していることから、集落からやや離れた位置にある人工的

な淡水池と考えられる。こうした遺構は、農耕に関連する貯水池とも考えられるが、ここからは農耕

に関連する木製品類が全く出土しておらず、水田に関連する遺構という可能性も首肯し難い。また、

汽水の影響も少ないことから、水田への塩水の流入を防ぐ「防潮堤」という機能もほぼ無いと考えら
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陰田第３遺跡 

新山山田遺跡 

陰田小犬田遺跡 

大谷遺跡 

米子城跡（久米第１遺跡） 

米子城跡（１次調査） 

0 10㎝ 
（S＝１：４） 

第４３図 米子市内出土越前焼 ※報告書より再トレース
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れる。残る可能性は、農耕以外の用途、例えば貯木施設などだが、出土遺物に未加工材がそれほど含

まれていない状況では断定し難い。然し、弥生時代の池状遺構が埋没した後の古代においても堤防の

痕跡は留めており、ここを壊して新たな基礎遺構を構築していることは明らかである。基礎遺構につ

いては、調査区の端で一部を検出したのみであり、遺構の全容が分からないが、あるいはここに池状

遺構の性格を示すヒントがあるのかも知れない。

以上のように陰田第３遺跡は、縄紋時代から古代における自然環境と人間との関わりを示す貴重な

資料を内包していると考えられることから、今後も遺跡周辺の調査を進め、遺跡の全容を解明する必

要があろう。

参考文献

１９７３年 森田純一ほか『国道９号線米子バイパス建設に伴う埋蔵文化財分布調査報告書』鳥取県教育委員会

１９８４年 杉谷愛象『石州府遺跡群発掘調査報告書�』米子市教育委員会

１９８４年 杉谷愛象ほか『陰田』米子市教育委員会

１９８６年 小原貴樹ほか『目久美遺跡』米子市教育委員会

１９８９年 杉谷愛象ほか『久米第一遺跡』米子市教育委員会

１９９３年 平木裕子『米子城跡�』米子市教育文化事業団

１９９４年 杉谷愛象ほか『萱原・奥陰田�』米子市教育文化事業団

１９９６年 北浦弘人ほか『陰田遺跡群』鳥取県教育文化財団

１９９８年 平木裕子ほか『目久美遺跡�・�』米子市教育文化事業団

１９９９年 米子市史編さん協議会『新修米子市史』第７巻 米子市

２００３年 佐伯純也ほか『目久美遺跡�・	』米子市教育文化事業団

２０１１年 佐伯純也『大谷遺跡』米子市教育文化事業団
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写 真 図 版



１．１トレンチ調査風景
（北より）

２．Po.７、W.１出土状況
（北より）

３．１トレンチ完掘
（北より）

写真図版１



２．２トレンチ完掘
（北より）

１．２トレンチ調査風景（北より）

写真図版２



１．３トレンチ５―２層
上面検出（北より）

２．同、調査風景
（南より）

３．３トレンチ完掘
（北より）

写真図版３



１．４トレンチ東断面
北側（西より）

３．５トレンチ東断面
（西より）

２．４トレンチ東断面
南側（西より）

写真図版４



１．４トレンチ堤防、
基礎遺構検出

（北東より）

２．４トレンチW.４２
出土状況（東より）

３．同、出土状況
（北より）

写真図版５



１．４トレンチ堤体内の
遺物出土状況（南より）

３．４トレンチ池状遺構
下層遺物出土状況

（東より）

２．４トレンチW.４２
取上げ後（東より）

写真図版６



１．４トレンチ池状遺構
下層遺物出土状況

（西より）

２．４トレンチ堤防
除去後（東より）

３．４トレンチW.２
出土状況（南西より）

写真図版７



１．４トレンチ堤防と
基礎遺構の切り合
い状況（南東より）

３．４トレンチ基礎遺構
石列除去後（西より）

２．４トレンチ基礎遺構
石列検出状況（南より）

写真図版８



１．４トレンチ基礎遺
構杭列の検出状況

（西より）

２．４トレンチ基礎遺構
杭列の断ち割り

（北東より）

３．同、人物との対比
（北東より）

写真図版９



１．５トレンチ池状遺構
遺物出土状況（北より）

２．同、遺物出土状況
（南より）

写真図版１０



１．Po.１７、W２１
出土状況（南より）

２．W.１０検出（東より）

３．同、調査風景
（東より）

写真図版１１



1
3 4 5

6 7
2

8
9 10 11

S－1

17

18

19

15 16
20

１．１～３トレンチ出土遺物（S＝１：３）

２．４・５トレンチ堤防、池状遺構
出土遺物（S＝１：３）

写真図版１２



23

24

25

26

27

21 22 29

30

31

S－4

S－2

S－3

S－5

１．４トレンチ基礎遺構出土遺物（S＝１：３）

２．４トレンチ出土石器（S.２の長さ１４．２�）

写真図版１３



W.2

W.45

W.26

W.41

１．４トレンチ出土木製品（S＝１：４、W.４１のみS＝１：１）

写真図版１４



１．W.４２（長さ２，４５６m）

写真図版１５



W.46

W.47

１．W.４２端部拡大（幅４４．８�）

２．W.４６、W.４７（W.４６の長さ８０�）

写真図版１６



W.74

W.86

W.76

１．W.７４（長さ１，０７５m）

３．W.８６（長さ１，３４２m）

２．W.７６（長さ０，９５２m）

写真図版１７



陰田第３遺跡の花粉・寄生虫卵
写真図版１８



陰田第３遺跡の植物珪酸体（プラント・オパール）
写真図版１９



陰田第３遺跡の珪藻�
写真図版２０



陰田第３遺跡の珪藻�
写真図版２１



（W.３８）木 口 柾 目 板 目
No―１ イチイ科カヤ属カヤ

（W.２２）木 口 柾 目 板 目
No―３ マキ科マキ属イヌマキ

（W.２１）木 口 柾 目 板 目
No―２ イヌガヤ科イヌガヤ属イヌガヤ

写真図版２２



（W.７０）木 口 柾 目 板 目
No―４ マキ科マキ属イヌマキ

（W.６）木 口 柾 目 板 目
No―６ マツ科マツ属〔二葉松類〕

（W.２）木 口 柾 目 板 目
No―５ マツ科モミ属

写真図版２３



（W.５４）木 口 柾 目 板 目
No―７ マツ科マツ属〔二葉松類〕

（W.６０）木 口 柾 目 板 目
No―９ マツ科マツ属〔二葉松類〕

（W.５５）木 口 柾 目 板 目
No―８ マツ科マツ属〔二葉松類〕

写真図版２４



（W.６３）木 口 柾 目 板 目
No―１０ マツ科マツ属〔二葉松類〕

（W.８３）木口 柾 目 板 目
No―１２ マツ科マツ属〔二葉松類〕

（W.６５）木 口 柾 目 板 目
No―１１ マツ科マツ属〔二葉松類〕

写真図版２５



（W.１）木 口 柾 目 板 目
No―１３ スギ科スギ属スギ

（W.１２）木 口 柾 目 板 目
No―１５ スギ科スギ属スギ

（W.１１）木 口 柾 目 板 目
No―１４ スギ科スギ属スギ

写真図版２６



（W.１３）木 口 柾 目 板 目
No―１６ スギ科スギ属スギ

（W.１５）木 口 柾 目 板 目
No―１８ スギ科スギ属スギ

（W.１４）木 口 柾 目 板 目
No―１７ スギ科スギ属スギ

写真図版２７



（W.１７）木 口 柾 目 板 目
No―１９ スギ科スギ属スギ

（W.２６） 柾 目 板 目
No―２１ スギ科スギ属スギ

（W.１８）木 口 柾 目 板 目
No―２０ スギ科スギ属スギ

写真図版２８



（W.３９）木 口 柾 目 板 目
No―２２ スギ科スギ属スギ

（W.４５）木 口 柾 目 板 目
No―２４ スギ科スギ属スギ

（W.４０）木 口 柾 目 板 目
No―２３ スギ科スギ属スギ

写真図版２９



（W.４６）木 口 柾 目 板 目
No―２５ スギ科スギ属スギ

（W.４７―B） 柾 目 板 目
No―２７ スギ科スギ属スギ

（W.４７―A）木 口 柾 目 板 目
No―２６ スギ科スギ属スギ

写真図版３０



（W.５０）木 口 柾 目 板 目
No―２８ スギ科スギ属スギ

（W.５９）木 口 柾 目 板 目
No―３０ スギ科スギ属スギ

（W.５７）木 口 柾 目 板 目
No―２９ スギ科スギ属スギ

写真図版３１



（W.６２）木 口 柾 目 板 目
No―３１ スギ科スギ属スギ

（W.６７） 柾 目 板 目
No―３３ スギ科スギ属スギ

（W.６４） 柾 目 板 目
No―３２ スギ科スギ属スギ

写真図版３２



（W.７２）木 口 柾 目 板 目
No―３４ スギ科スギ属スギ

（W.３２）木 口 柾 目 板 目
No―３６ ヒノキ科アスナロ属

（W.７６） 柾 目 板 目
No―３５ スギ科スギ属スギ

写真図版３３



（W.３６）木 口 柾 目 板 目
No―３７ ヒノキ科アスナロ属

（W.１０）木 口 柾 目 板 目
No―３９ ブナ科クリ属クリ

（W.５８）木 口 柾 目 板 目
No―３８ ヒノキ科アスナロ属

写真図版３４



（W.５１）木 口 柾 目 板 目
No―４０ ブナ科クリ属クリ

（W.７９）木 口 柾 目 板 目
No―４２ ブナ科クリ属クリ

（W.５６）木 口 柾 目 板 目
No―４１ ブナ科クリ属クリ

写真図版３５



（W.８０）木 口 柾 目 板 目
No―４３ ブナ科クリ属クリ

（W.２３）木 口 柾 目 板 目
No―４５ ブナ科シイ属

（W.９３）木 口 柾 目 板 目
No―４４ ブナ科クリ属クリ

写真図版３６



（W.７３）木 口 柾 目 板 目
No―４６ ブナ科シイ属

（W.２５）木 口 柾 目 板 目
No―４８ ブナ科コナラ属アカガシ亜属

（W.２０）木 口 柾 目 板 目
No―４７ ブナ科コナラ属アカガシ亜属

写真図版３７



（W.７５）木 口 柾 目 板 目
No―４９ ブナ科コナラ属アカガシ亜属

（W.３３）木 口 柾 目 板 目
No―５１ ブナ科コナラ属コナラ亜属クヌギ節

（W.８８）木 口 柾 目 板 目
No―５０ ブナ科コナラ属アカガシ亜属

写真図版３８



（W.７４）木 口 柾 目 板 目
No―５２ ブナ科コナラ属コナラ亜属クヌギ節

（W.８７）木 口 柾 目 板 目
No―５４ ブナ科コナラ属コナラ亜属クヌギ節

（W.８５）木 口 柾 目 板 目
No―５３ ブナ科コナラ属コナラ亜属クヌギ節

写真図版３９



（W.８６）木 口 柾 目 板 目
No―５５ ブナ科コナラ属コナラ亜属コナラ節

（W.４８）木 口 柾 目 板 目
No―５７ 二レ科ケヤキ属ケヤキ

（W.４３）木 口 柾 目 板 目
No―５６ 二レ科ケヤキ属ケヤキ

写真図版４０



（W.６８）木 口 柾 目 板 目
No―５８ 二レ科ケヤキ属ケヤキ

（W.８）木 口 柾 目 板 目
No―６０ クワ科クワ属

（W.７）木 口 柾 目 板 目
No―５９ クワ科クワ属

写真図版４１



（W.２４）木 口 柾 目 板 目
No―６１ クワ科クワ属

（W.４２）木 口 柾 目 板 目
No―６３ クスノキ科クスノキ属

（W.８９）木 口 柾 目 板 目
No―６２ クワ科クワ属

写真図版４２



（W.８１）木 口 柾 目 板 目
No―６４ クスノキ科クスノキ属

（W.９０）木 口 柾 目 板 目
No―６６ バラ科サクラ属

（W.１９）木 口 柾 目 板 目
No―６５ ユキノシタ科ウツギ属

写真図版４３



（W.５２）木 口 柾 目 板 目
No―６７ ツバキ科ツバキ属

（W.７７）木 口 柾 目 板 目
No―６９ ツバキ科サカキ属サカキ

（W.９２）木 口 柾 目 板 目
No―６８ ツバキ科ツバキ属

写真図版４４



（W.７８）木 口 柾 目 板 目
No―７０ ツバキ科サカキ属サカキ

（W.９１）木 口 柾 目 板 目
No―７２ ミズキ科ミズキ属

（W.８２）木 口 柾 目 板 目
No―７１ ツバキ科サカキ属サカキ

写真図版４５



（W.５３）木 口 柾 目 板 目
No―７３ リョウブ科リョウブ属リョウブ

（W.９）横 断 面 放射断面 接線断面
No―７５ 広葉樹の樹皮

（W.４１）横 断 面 接線断面
No―７４ ヤマザクラorカバの樹皮

写真図版４６
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陰田第３遺跡
米子市
陰田町

３１２０２
５９１９
３０４
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２４分
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要 約
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代の池状遺構と堤防状の遺構を検出した。古代にも弥生時代の堤防の一部を壊して杭と礫による基
礎地業が行われており、堤防を補強したものか、あるいは上部に何らかの構築物が設置されていた
可能性がある。
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